
仏
教
に
お
け
る
法
の
意
味

-
-
S
E
t
s
E
B
昏
Z
E
E
5
2
7
1
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ネナ

上

真

出
γ
~

は
じ
め
に

邦
語
や
漢
語
に
お
い
て
「
法
」
と
い
う
語
は
、
実
に
多
様
な
意
味
に
お
い
て
用
い
ら
れ
、
国
の
法
(
法
律
、
法
令
)
か
ら
、
仏
教
の
法

(
仏
法
、
法
宝
)
を
も
意
味
し
、
さ
ら
に
は
我
々
の
日
常
の
生
活
、
生
産
・
消
費
・
経
済
等
の
活
動
、
思
考
・
表
現
な
ど
に
つ
い
て
の
、

い
ろ
い
ろ
な
方
法
(
用
法
、
使
用
法
、
思
考
法
、
運
用
法
、
技
法
、
論
法
、
筆
法
、
解
釈
法
、
暦
法
等
)
に
お
い
て
も
、
法
と
い
う
語
が
用

い
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
仏
教
に
お
け
る
法
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
も
、
多
様
で
か
つ
難
解
で
あ
る
。
そ
し
て
十
分
な
理
解
が
学
界
に
お
い

て
成
立
し
て
い
る
と
は
思
え
な
い
。
仏
教
の
法
は
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
(
@
)

(
昏
m
B
m
)

の
ダ
ル
マ

や
パ

l
リ
語
(
⑪
)

の
ダ
ン
マ

(agBBm)
等
に
由
来
す
る
。
こ
の
原
語
が
多
義
的
で
難
解
な
の
で
、
整
理
し
て
明
解
に
し
た
い
。

私
は
こ
こ
十
数
年
来
、
及
川
真
介
博
士
と
共
同
で
、
パ

l
リ
原
典
「
ス
ッ
タ
・
ニ
パ

l
タ

(
経
集

hwaHa，a
品、hHHF
ぬ
お
)
』
と
そ
の
註
釈

(E33RHHぎ
を
立
宮
、
司
)
の
全
語
棄
の
索
引
・
辞
典
を
仕
上
げ
る
校
正
中
で
、
中
で
も
島
町
S
B
B釦
の
項
目
(
一
一
一
一
ペ
ー
ジ
)

の
決
定

版
の
完
成
を
め
ざ
し
て
い
る
。
そ
の
聞
に
従
来
の
内
外
の
学
者
の
法
(
昏
回
目

Bm)
に
関
す
る
所
説
・
所
見
を
見
て
は
、

い
ろ
い
ろ
な
疑

間
や
批
判
の
念
が
涌
い
て
も
来
る
。
そ
ん
な
こ
と
で
、
改
め
て
原
始
仏
教
以
来
の
法
の
意
味
・
用
法
を
調
査
し
考
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
こ
で

a
M
m
g
g
m
の
原
意
を
探
求
し
、
そ
の
意
味
を
自
分
の
こ
と
ば
で
再
構
築
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
、

パ
l
リ
「
律
(
〈
宮
星
回
)
」
の
「
大
品
」
巻
初
を
軸
と
し
て
考
察
を
進
め
て
来
た
。

単
数
の
法
と
複
数
の
諸
法

こ
こ
で
ま
ず
、
こ
れ
ま
で
に
調
べ
て
考
え
つ
い
た
要
点
を
示
し
て
か
ら
、
さ
ら
な
る
探
求
の
足
場
と
し
た
い
。
ま
ず
仏
教
の
法

(島
E
B
B釦
)
に
は
い
ろ
い
ろ
な
意
味
・
用
法
が
あ
る
が
、
主
に
単
数
形
で
用
い
ら
れ
る
場
合
と
、
複
数
形
で
用
い
ら
れ
る
場
合
と
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
そ
の
意
味
内
容
を
整
理
し
て
み
る
と
、
仏
教
の
法
の
特
徴
が
明
瞭
に
な
る
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
る
。

ま
ず
仏
が
覚
っ
て
説
く
と
い
う
法
は
、
単
数
の
形
で
一
不
さ
れ
る
。
例
え
ば

「
私
が
苦
労
し
て
得
達
(
証
得
)
し
た
こ
と
は
、
今
は
説
き
明
か
す
に
及
ば
な
い
。

貧
欲
と
憎
悪
に
敗
れ
た
者
た
ち
に
は
、
こ
の
法
(
理
、
道
理
)
は
覚
り
易
い
訳
は
な
い
。
』

仏教における法の意味(村上)

(
E
S
F
S
P
B
o
m昌
弘

mEmH官
同
色
白
恒

E
E
M
U
m
W
E
E
-召
¥

円

p
m
E
2
3
3
5
z
b吉
田
昏
回
目
白

2
5
5
E昏
O(と・
'EVO)ミ
(5・
2
2
H匂
-
H

・
5
。
自
由
)

と
、
成
道
後
に
仏
が
説
法
を
鷺
蕗
し
遼
巡
し
た
と
い
う
こ
と
を
述
べ
る
備
が
あ
る
。
こ
の
法
は
単
数
で
あ
り
、
仏
が
覚
っ
た
内
容
と
し
て

は
、
理
、
道
理
、
理
法
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
が
、
聞
き
手
を
予
想
す
る
な
ら
ば
、
仏
(
仏
教
)

の
教
え
、
教
法
、
教
理
、
さ
ら
に
は
そ

の
修
行
道
と
も
考
え
ら
れ
る
。
教
法
が
後
に
聖
典
と
し
て
纏
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
教
法
、
経
典
も
法
と
呼
ば
れ
る
。
経
は
法
門

(ag陸
自
釦
E
M
M
9

丘一司身
P
教
え
の
様
々
な
説
き
方
)
か
ら
な
り
、
ま
た
法
門
と
呼
ば
れ
る
。

こ
の
単
数
の
法
(
理
、
道
理
、
教
え
)
は
複
数
の
諸
法
か
ら
成
り
立
ち
、
諸
法
に
よ
っ
て
説
か
れ
る
の
で
あ
り
、
諸
法
に
よ
っ
て
構
築
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さ
れ
説
明
さ
れ
る
。
そ
の
諸
法
と
は
ま
ず
、
自
分
の

[
人
間
の
]
存
在
(
心
身
、
及
び
白
分
の
世
界
)
を
構
成
す
る
諸
要
素
・
諸
属
性
と
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い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
五
癌
(
色
・
受
・
想
・
行
・
識
)
、
十
三
処
(
限
・
耳
・
鼻
・
舌
・
身
・
意
・
色
・
声
・
香
・
味
・
鰯
・

法
)
等
で
あ
り
、
[
十
一
一
]
縁
起
を
構
成
す
る

[
十
二
の
]
支
分
で
も
あ
る
。

パ
l
リ
資
料
に

「
こ
と
ば
に
表
し
て
述
べ
ら
れ
た
最
初
の
仏
語
」

と
伝
え
ら
れ
る
燭
に
い
わ
く

「
1
熱
心
に
膜
想
す
る
バ
ラ
モ
ン
に
、

ま
こ
と
に
諸
々
の
法
が
明
ら
か
に
な
る
時

(可

mH【同問同町田
4
m
E
Z
σ
町
内
当
田
口
氏
島
町
釦
B
B
m
F
淳
書
冒
。

』

E
百件。

σ
Z
F
5
8
2
E
)
、
そ
の
と
き
彼
の
疑
い
は
全
て
消
え
失
せ
る

(
R
F
U
S
E
-
s
b
E
M釦
〈
若
者
自
立

E
V
E
)
。
な
ぜ
な
ら

〔
彼
は
〕
因
を
伴
う
法
を
覚
る
か
ら
(
百
件
。
同
五
官
辞

Z
岱
己
ロ
ム
Z
S
E
E
M
)
。

2 

(
初
三
句
同
文
)
、
な
ぜ
な
ら
〔
彼
は
〕
諸
々
の
縁
の
減
を
知
っ
た
か
ら
(
害
白
吉
岡
官
官

nna皆
同
信
号
邑
同
)

0

3
(
初
二
句
同
文
)
、
〔
彼
は
〕
魔
軍
を
破
っ
て
立
つ
。
あ
た
か
も
太
陽
が
空
を
照
ら
す
よ
う
に

(
4
E
7
8印
吉
右
居
手
巴
仲
間
回
宵

2
8
2
r

回国『
qo
イ由。
F
F
M
Z
m
q白
E
S枠内
L
F
E
gロ)
0

』
(
点
『
H

・H
-
℃
℃

-
M
g
ω
w
q
a
・同】同)・ャ
ω)

と
。
こ
こ
で
諸
々
の
法
と
は
、
縁
起
の
関
係
に
あ
る
諸
法
す
な
わ
ち
縁
起
の
諸
支
分
で
あ
り
、
因
を
伴
う
法
と
は
縁
起
の
関
係
を
指
す
べ

き
こ
と
は
、
既
に
触
れ
た
。

自
分
の
存
在
を
多
数
の
要
素
に
分
析
し
、
人
間
存
在
(
心
身
、
世
界
)
を
多
数
の
要
素
か
ら
成
り
立
つ
と
見
る
考
え
方
を
、
私
は
多
元

論
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
て
い
る
。
諸
法
は
多
く
の
場
合
に
お
い
て
縁
起
の
関
係
に
よ
っ
て
成
立
し
、
ま
た
単
数
の
法
も
ま
た
縁
起
と
関
係
が

深
い
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
そ
の
縁
起
の
関
係
は
そ
れ
ぞ
れ
の
縁
(
因
縁
・
条
件
)
と
い
う
法
(
要
素
)
に
内
在
す
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
輪
廻
の
生
存
と
そ
れ
か
ら
の
解
脱
の
方
途
(
実
践
法
、
修
行
道
)
は
種
々
に
説
か
れ
、
種
々
の
修
行
法
も
ま
た
複
数
の
法
に

よ
っ
て
一
不
さ
れ
る
。
そ
し
て
多
く
の
法
は
数
に
よ
っ
て
整
理
さ
れ
、

一
法
、
乃
至
、
十
法
な
ど
と
整
理
し
て
法
数
と
し
て
示
さ
れ
る
よ
う

に
な
る
。
し
か
も
そ
れ
ら
複
数
の
法
か
ら
成
り
立
つ
の
が
、
単
数
の
法
(
教
え
、
教
法
、
教
理
、
修
行
道
)
な
の
で
あ
る
。

門戸『

ωEBmw
の
い
ろ
い
ろ
な
音
山
味
と
分
類
・
整
理

uvmggmw(法
)
に
は
以
上
に
見
た
よ
う
な
意
味
・
用
法
の
ほ
か
に
も
、

い
ろ
い
ろ
な
意
味
と
用
法
が
あ
る
。
パ

i
リ
資
料
に
お
け

る円四阿
5
5
B
m凶
の
用
例
を
精
査
し
て
分
類
し
整
理
し
た
ガ
イ
ガ

I
夫
妻
の
著
名
な
労
作
(
冨
諸
島
巳

g由

。
伯
仲
間
角
一
、
足
払

ロロ門凶

当
日
邑
B

upass-♂
冨
OHHnFOロ
SNO)
は
、
ま
ず
五
世
紀
前
葉
の
ブ
ッ
ダ
ゴ

l
サ
(
回
己
主

E-mg国
間
)
に
帰
せ
ら
れ
る
パ

l
リ
註
釈
書
に
お
け
る

法
の
定
義
(
分
類
・
列
挙
)
と
解
説
を
取
り
上
げ
る
o
b
b
(め
尽
き
Q

社
。

zissq)
に
は

『
徳
、
説
教
、
経
典
、
無
生
物
と
い
う
な
ど
[
の
意
]
に
、
法
と
い
う
語
が
用
い
ら
れ
る
(
官
官
倉
田
自
身
国
同
官
官

51巳
耳
語

田
知
砕
け

m
t
雪印同回目仰向出回出品目
g
B自
由
自
由
白
色
号

4
a
g丘
b
b・

-mw川町ω
)
」

と
あ
り
(
訳
文
は
私
の
解
釈
。
以
下
も
同
様
)
、

U
F〉

(bpass-告白門出
QA4FSミ
言
)
巻
初
に
も
同
様
に

『
徳
、
説
教
、
経
典
、
無
生
物
[
・
無
生
命
(
無
霊
魂
)
]
と
い
う
な
ど
に
よ
っ
て
四
つ
が
法
と
い
う
(
官
官

Ergzz官
民
U
S
E
s口
広
田
三
宮

[出

gg]ES∞E
S
S
E
舎
g
Z
E
B
U
E
-
-
N
N恥
)

』

と
(
[
]
内
は
異
読
)

0

し
か
し
み
門
事
ま
む
と
諮
問
(
〉
師
、
む
宮
み
)
に
は

仏教における法の意味(村上)

『
そ
し
て
こ
の
法
と
い
う
語
は
、
経
典
、
園
、
徳
、
無
生
物
・
無
生
命
(
無
霊
魂
)
性
な
ど
[
の
意
味
]
に
お
い
て
見
ら
れ
る

S
F
2
5回目

由

同
p. 
p. 。
℃ 
釦
回
~> 
ミ〈
回

.田
町コ
回

口.
'<i 
~ 
F令.，.._ 
同・

::r 
由.，.._ 
ロ

宮
.ロ
∞ 
ロ
H ・
国
田

但
:;:;: 
印

s. 
匂:
ヨl
白.，.._ 
~> 。4
5. 
ロ
fr. 
国
国

~ .，.._ .... 
hみ
白

己コ
αコ
呂
) 

と
あ
る
。
以
上
を
纏
め
て
、
ガ
イ
ガ

l
は
、
島
町
内
凶
B
B
m
に
は
五
つ
の
伝
統
的
な
意
味
、
即
ち

1 

明
石
m
特
質
、
能
力
、
徳
(
臣
官
ロ
田
口
Z
P
E
E
m
Z
F
p
m
g島)

2 

P
E
E
教
え
、
説
法

(ZFEu-MgemH)

239 

3 

7
0
什ロ

原
因

(
d
g
E
Z
)



4 

同M
白
江
河
田
亘
経
典
(
げ
忠
臣
m
R
W
8
0
ロ
仲
間
n
Y
2
F
H酔
)
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5 

E
E
2
m
(
H
E
U
同
4
m
w
)
生
き
て
い
な
い
も
の
、
物
、
事

(
d巳
与
Z
P
E
ロ
m
u
∞
田
口
F
巾)

が
得
ら
れ
る
、
と
い
う
o

し
か
し
上
引
の
文
に
も
「
な
ど
」
と
あ
る
よ
う
に
、
以
上
の
五
項
目
に
は
収
ま
ら
な
い
と
し
て
、
ガ
イ
J

ガ
!
は

別
に
独
自
の
分
類
を
採
用
す
る
。

な
お
、
上
に
私
が
「
無
生
物
」

「
無
生
命
(
無
霊
魂
)
[
性
]
」
と
訳
し
た
の
は
、
生
物
(
人
、
神
な
ど
)
と
か
生
命
体
、
或
い
は
霊

魂
と
い
わ
れ
る
も
の
を
含
ま
な
い
要
素
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
o

先
に
も
触
れ
た
よ
う
に
、
人
間
存
在
を
構
成
し
て
い
る
諸
要
素
・
諸
属

性
で
あ
り
、
身
心
(
心
身
)

の
諸
要
素
・
諸
属
性
を
指
し
て
い
る
。
我
々
の
身
心
(
心
身
)

の
諸
要
素
・
諸
属
性
に
は
、
仏
教
以
外
の
宗

教
-
哲
学
が
永
遠
不
変
の
実
体
と
考
え
る
よ
う
な
霊
魂
(
自
我
、
我
、
ア
ー
ト
マ
ン
一
@
a
g
ロ
ロ
、
@
詳
自
由
回
)
が
あ
る
の
で
は
な
い
o

こ

こ
で
は
す
べ
て
無
我
(
非
我
)

(
自
己
宮
口
)
と
い
わ
れ
る
諸
法
を
い
う
の
で
あ
る
。
ガ
イ
ガ
ー
が
い
う
よ
う
な
、
単
に
「
生
き

て
い
な
い
も
の
、
物
、
事
(
E
-
m
g
p
u
g
m
h
s
Z
)
」
で
は
な
い
の
で
あ
れ
肌
o

こ
こ
で
⑨
註
釈
が
例
に
引
く
の
は
、
『
[
四
念
処
の
第
四
の

で
あ
る

法
念
処
の
観
法
に
お
い
て
]
諸
法
(
心
身
の
諸
要
素
)
に
つ
い
て
法
(
あ
り
の
ま
ま
の
理
、
心
身
の
あ
る
べ
き
あ
り
方
)
を
求
め
見
な
が
ら

落
ち
着
い
て
(
住
し
て
)
しミ

る

(仏

E
B
B
g
ロ
【
F
S
H
B
帥
ロ
ロ
司
自
己
i
E
E
E
江
巳
・
口
・
2
J
ω

。。J
s
n
-
K
山
崎
・
ω
∞
ω
0
1
E
)
』
、
『
諸
法
(
心
身
の

諸
要
素
)
は
意
を
先
導
と
し
、
意
を
最
勝
と
し
、
意
よ
り
成
り
立
っ
て
い
る
(
自
由
E
也
吾
Z
P
官
自
同
F
g
g
m
F
B
B
中
m
S
F
帥
B
E
C
E

B
白
河
川
H
U
b
-
E
y
b
p
k
r
H
N
H
E
)
』
な
ど
と
い
う
文
で
あ
る
。
ガ
イ
ガ
ー
は
そ
の
原
文
を
引
き
な
が
ら
、
そ
の
意
味
を
考
え
な
か
っ
た
の
で

あ
る
o

⑪
註
釈
に
よ
れ
ば
、
上
の
後
の
諸
法
、
即
ち
こ
の
無
生
物
で
あ
る
心
身
の
諸
要
素
(
邑
田
由
主
g
ム
E
S
B
釦
)
と
は
、
無
生
命
(
無

霊
魂
)

で
あ
る
心
身
の
諸
要
素

Ec--守
中
島
何
回
m
w
B
B
釦
)
と
い
う
の
で
も
あ
り
、
こ
こ
で
は
無
生
物
・
無
生
命
(
無
霊
魂
)

で
あ
る
心
身
の

諸
要
素
(
巳
回
出
向
丘
中
ロ
志
討
中
島
E
g
g
h
H
)
を
意
味
し
、
五
十
組
の
中
の
無
色
の

(
凶
『
回
同
】
宮
、
色
形
の
な
い
)
三
十
組
、
即
ち
受
謹
(
諸
々
の
感
受

-
感
情
)
と
想
謹
(
諸
々
の
想
念
・
表
象
)
と
行
謹
(
心
身
の
諸
潜
勢
力
)
で
あ
る
と
い
う
(
U
P
K
F
H
-
N
N
E
-
H
4
)
0
し
て
み
る
と
意
は
識
と
同
じ

と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ガ
イ
ガ
ー
に
よ
れ
ば
、
缶
百
5
5
m
の
諸
用
例
は
大
略
、

A
法
則
、
法
、
規
範
(
の
2
2
p
同
窓
口
V
Y
Z
2
5
)
、

B
教
え
(
ピ
可
白
)
、

C
真

理
、
永
遠
・
最
高
の
真
理
、
最
高
の
存
在
、
最
高
の
実
在
(
食
担
当
住
忌
2
F
E
0
2
仲
間
巾
己
E
E
n
z
g
者
mw宵
v
z
h
s
v
cロ
E
Z
F
F
E
田

F
c
n
一z
g
d弓
2
8
)
、
D
経
験
的
な
諸
事
物
戸
時
四
冊
目
目
指
江
田
n
v
g
u
z
m
巾
)
に
分
類
さ
れ
、
更
に
細
分
し
て
解
釈
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
い

ま
も
有
用
不
可
欠
の
労
作
で
あ
る
。
し
か
し
ガ
イ
ガ
l
は
、
諸
法
を
も
っ
て
、
仏
教
が
多
元
論
的
分
析
的
な
思
考
法
に
基
づ
い
て
人
間
存

在
を
把
握
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
は
立
ち
入
ら
な
い
。
人
間
存
在
を
構
成
し
て
い
る
身
心
(
心
身
)

の
諸
要
素
・
諸
属
性
を
指
し
て
い

る
諸
法
は
、
大
体
は
、
ガ
イ
ガ

i
の
い
う
「
D
経
験
的
な
諸
事
物
」
に
括
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
上
に
も
触
れ
た
よ
う
に
、
そ
の
解
釈
は

大
体
に
お
い
て
誤
っ
て
い
る
か
、
意
味
を
な
さ
な
い
し
、
適
切
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
ま
た
ガ
イ
ガ

l
の
「
C
永
遠
・
最
高
の
真
理
、
最

高
の
存
在
、
最
高
の
実
在
」
と
い
う
解
釈
も
、
唯
一
の
真
理
・
唯
一
の
実
在
を
求
め
る
研
究
姿
勢
と
そ
の
解
釈
に
、
何
か
一
神
教
的
な
絶

対
者
を
求
め
る
思
考
の
傾
向
が
強
い
の
で
は
な
い
か
、
と
思
わ
れ
る
。
縁
起
の
関
係
に
よ
っ
て
成
立
し
て
い
る
各
自
の
存
在
(
世
界
)
に

お
い
て
、
お
の
ず
か
ら
知
ら
れ
て
く
る
と
こ
ろ
の
、
あ
り
の
ま
ま
の
理
、
こ
と
わ
り
、

教
法
と
も
い
う
べ
き
法
が
、

の
り
、
理
法
、
道
理
、

仏教における法の意味(村上)

「
永
遠
・
最
高
の
真
理
、
最
高
の
存
在
、
最
高
の
実
在
」

ガ
i
の
業
績
は
わ
が
国
の
学
者
(
金
倉
国
照
、
平
川
彰
等
)

そ
の
精
査

と
い
う
こ
と
ば
に
置
き
換
え
ら
れ
る
と
は
思
わ
れ
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
ガ
イ

に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
研
究
さ
れ
た
が
、
批
判
や
反
論
は
少
な
い
。

に
基
づ
く
資
料
が
甚
だ
尾
大
で
あ
る
た
め
に
、
容
易
に
そ
の
全
体
を
吟
味
し
が
た
い
か
ら
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
問
題
が
あ
る
。

ジ
ョ
ン
・
ロ
ッ
ス
・
カ
l
タ

I
(
E
Y
ロ
H
H
E
由
。
m
E
R
b
v
c
s
s
Q
H
者
E
芯
E
K
F
S
F
B
片
山
口
門
同
盟
ロ
何
回
m
L
2
0
一
切
口
円
E
E
S
F
Z
4
5
g
t
o
ロ
少

k
r
m
宮
島
M
1
0
同
印
刷
冊
目
柱
。
出
回
。
。
ロ
口
町
立
u
『ロ
H
申
出
。
w
g
m
H仏
O

】
凶
『
恒
国
田
北
星
堂
u
5
4
∞
)
は
、
西
洋
の
学
界
に
お
け
る
門
医
忠
臣
宮
内
凶
の
研
究
史
を
た

ど
っ
た
後
に
、
パ

l
リ
聖
典
と
註
釈
類
の
用
例
を
考
察
し
て
ま
と
め
て
い
る
。
ガ
イ
ガ
ー
ほ
ど
パ

i
リ
聖
典
の
用
例
を
網
羅
し
て
は
い
な

い
が
、
重
点
的
に
仏
伝
の
重
要
な
場
面

(
5
E門出
E
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(
聖
求
、
転
法
輪
、
法
尊
重
、
説
法
の
目
的
、
開
法
、
信
)
等
を
取
り
上
げ
、
『
清
浄
道
論
』



門
出

E
S
-
Sね
-G)

の
法
随
念
の
内
容
を
ま
と
め
る
な
ど
、
パ

l
リ
(
⑪
)
註
釈
類
の
用
例
を
よ
り
多
く
用
い
て
、
島
5
5
5
0
の
意
味
と
と
も

242 

に
仏
教
の
思
想
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
の
複
数
形
(
諸
法

F
S
Z
)
に
も
注
意
を
払
い
、
巻
末
の
索
引
に
も
出
し
て
い

る
が
、
人
間
存
在
を
諸
法
に
よ
っ
て
把
握
し
解
明
す
る
と
い
う
点
で
は
、
考
察
が
充
分
で
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
業
績
は
わ
が
国

で
出
版
さ
れ
た
に
も
拘
ら
ず
、
わ
が
国
の
研
究
者
に
よ
っ
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
か
ど
う
か
、
筆
者
は
詳
ら
か
に
し
て
い
な
吋
o

先
に
触
れ

た
邑
田
釦
詳
釦
(
無
生
物
)
、
口
正
守
防
(
無
生
命
、
無
霊
魂
)

の
意
味
に
つ
い
て
、
彼
は
注
意
を
払
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
の
簡
単
な
説
明

は
あ
ま
り
明
解
で
は
な
い

(匂
-
m
m
w
)
0

彼
が
、
ガ
イ
ガ

i
も
用
い
た
@
註
釈
の
門
回
目
5
5
B
m
の
定
義
(
分
類
・
列
挙
)
と
解
釈
の
他
に
、
新
た
に
国
h
b
(
言、
cbg-誌
を
お
同
)

と
凶
邑
ー
(
ミ
ミ
門
N
P
R
E
ミ
N
G
-
S
N
D
田
宮
内
)
に
お
け
る
同
様
の
よ
り
詳
細
な
所
説
を
始
め
て
英
訳
し
て
考
察
し
て
い
る
と
こ
ろ
(
宅

-gふ
さ

は
、
重
要
で
あ
り
有
益
で
あ
る
。
』

2
・
同
は
第
一
経
冨
巳
印
a
官
民
wmwmEE立
白
「
根
本
説
一
不
(
法
門
)
経
」
の
中
で
、
仏
が
自
ら
比
正
た

ち
に
説
き
示
し
た
と
い
う
「
一
切
の
法
の
根
本
の
説
示
(
法
門
)
」
(
由
阻
害
中
島
町
田
5
5
m
T
B巴
回
目
官
民
百
ヨ
ロ
)

の
語
意
を
註
釈
す
る
中
で
、

門出
MmB富
山
を
註
解
し
て
こ
う
述
べ
る
。

『
そ
し
て
こ
の
法
と
い
う
語
は
、
経
典
、
真
実
(
諦
)
、
一
三
味
、
智
慧
、
本
性
、
自
性
、
空
性
、
福
徳
、
犯
戒
、
所
知
(
知
ら
れ
る

べ
き
も
の
)
な
ど

[
の
意
味
]
に
お
い
て
見
ら
れ
る

u 
t" 
回

出
目
白

田
知
0.. 
0.. 
c 

'"0 
印
ロ
~> 
ミ4
回.s 
'"0 
~ 
ロ.
ミ4
m 
E 
回

~ 

'"' '"' 回
目

B 
~I 

ロー
t" .... 
司
釦
ロB
出e
~I 

℃ 

島
田
.，.，._ ..... 

国
阻
害
帥
S
E
E
S
m
g
E宮
E

S星
日
目
宮
司
匙

E
舎
皿
住
)
』
(
足
、
山
・
同
-
H
4
5
)

と
。
法
の
内
容
が
こ
れ
ま
で
に
見
た
⑨
註
釈

(
b
b
w
b
p
b
.
、
与
と
よ
り
も
格
段
に
詳
し
い
。
し
か
も
こ
こ
で
は
そ
れ
ら
の
一
々
に
つ
い

て
聖
典
の
用
例
を
引
い
て
示
し
て
か
ら
、
「
一
切
の
法
の
根
本
の
説
一
不
(
法
門
)
」
の
法
の
意
味
の
説
明
を
し
て
い
る
。
そ
の
趣
旨
を
纏
め

て
考
え
て
み
よ
う
。

ま
ず
法
が
経
典
(
宮
島
主
立
)

の
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
の
は
、

『
「
こ
こ
に
比
丘
は
法
を
学
得
し
、
契
経
・
重
頓
・
:
を
[
学
得
す
る
ご
と
い
う
な
ど
に
お
い
て
で
あ
る

(
E
E
σ
E
F
E
F自
国
自
民
ロ

吉
岡
寸

8
5豊
田

E
S召
曹
司
自
(
〉
・
自
・
忠
臣
)
江
'
包
仲
間
口
)
』
(
』
h
k
p
H
-
H
4
3

と
い
う
。
同
じ
言
及
は
同
区
-
H
S
Z
な
ど
で
も
見
た
も
の
で
あ
る
。
経
典
と
し
て
の
法
は
、
契
経
・
重
領
等
(
九
分
教
)
を
指
す
と
い

ぅ
。
そ
の
九
分
教
は
古
い
聖
典
の
分
類
で
あ
る
が
、
そ
の
全
容
は
復
元
で
き
な
い
。

法
が
真
実
(
諦

g
n
g
)
の
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
の
は
、

『
「
法
を
見
た
、
法
を
知
っ
た
し
と
い
う
な
ど
に
お
い
て
で
あ
る

(
ロ
件

p
m・-
H
g
g
g
。
i
e
g
E島町田
HHH50(おお

ド・4. 

H
N
F
E
)

丘
E

包
宮
)
』
(
同
h
k
p
H
・
見
F
E
)
0

こ
れ
は
初
転
法
輪
に
お
い
て
仏
が
四
諦
を
説
き
教
え
る
と
、
そ
れ
を
聞
い
た
コ
ン
ダ
ン
ニ
ヤ

(開。阿川合同氏岡田町
W

橋
陳
如
)
が
理
解
し
て
、
遠

塵
離
垢
の
法
眼
(
法
を
見
る
眼
)
が
生
じ
た
と
い
わ
れ
、
「
法
を
見
た
、
法
を
知
っ
た
」
と
い
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
法
と
は
真
実

(
諦
、
四
諦
の
真
実
)
を
意
味
し
て
い
る
と
い
う
。
こ
こ
は
直
訳
す
る
と
「
見
ら
れ
た
法
を
持
つ
、
知
ら
れ
た
法
を
持
つ
」
と
な
る
。
こ

の
法
は
四
諦
の
法
を
予
想
す
る
文
脈
に
あ
る
の
で
、
仏
が
説
い
た
教
え
で
あ
る
と
と
も
に
、
真
実
の
教
え
、
真
実
そ
の
も
の
で
あ
る
、
と

い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

仏教における法の意味(村上)

法
が
三
味
(
心
統
一
、
定
)

の
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
の
は
、

っ
か
の
世
尊
方
は
こ
の
よ
う
な
法
を
保
っ
て
お
ら
れ
た
」
と
い
う
な
ど
に
お
い
て
で
あ
る

(由
4日守内山
vmHHHS帥件。∞宮内
wm
刊号
-mロ件。(同)・

ロ
・
忠
E
)
平
包
EM)
』(出向
k
p
H
・
弓
目
)

0

こ
こ
の
引
用
文
に
は
省
略
が
あ
っ
て
、
詳
し
く
は

『
か
の
世
尊
方
は
こ
の
よ
う
な
戒
を
保
ち
、
こ
の
よ
う
な
法
を
保
ち
、
こ
の
よ
う
な
智
慧
を
保
ち
、
こ
の
よ
う
に
住
し
、
こ
の
よ
う

に
解
脱
し
て
お
ら
れ
た
、
と
(
巾
S
宇
田
口
問

04mSム
E
5
5山田
4
2
4
m
m
bー同由
g
H恒
EiFP出
m
g信
-
i
B
E
g
g
σ
z
m
m
4
8
Z
島
gcH官
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E)
』(ロロ
-EE)
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と
あ
る
。
仏
教
の
修
行
道
を
戒
・
定
・
慧
に
よ
っ
て
説
く
の
が
、
パ

l
リ
『
長
部
経
典
』
(
匂
・
)
第
一
巻
で
あ
り
、
次
の
第
二
巻
の
最
初

の
経
は
前
巻
を
予
想
し
て
い
る
が
、
戒
・
定
・
慧
を
戒
・
法
・
慧
と
い
う
。
そ
う
い
う
文
脈
で
こ
の
法
は
定
(
一
一
一
味
)
を
意
味
し
て
い
る
、

と
い
う
の
で
あ
る
。

法
が
智
慧
(
慧
宮
跡
宮
)

の
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
の
は
、

「
「
猿
王
ょ
。
あ
な
た
の
よ
う
に
、
真
実
・
法
・
堅
固
心
(
勇
気
)
・
施
捨
と
い
う
四
法
を
具
え
た
も
の
は
、
怨
敵
を
克
服
す
る
」
と

い
う
な
ど
に
お
い
て
で
あ
る
(
司
吋
g
叱巾$酔冊:ロ
B印巳酔
E恒日『=。白昏凶
g釦
B旨帥
Pw4帥智同回困向民冶宮【含凶芯釦
u百可訟主仰向巳巴酔岳酔岳
FEm伽wE4s釦一

mm出釦宮
n2口g釦RH侶恒《島昏凶Fvm旨
B。
昏

E
ロ畠帥

m哲。
w
与仏岱一

凶巳酔丘仲守
4g釦巳酔詳仲冨印司

(C~.H戸.ω
∞g。
E2)
丘平目
b帥【丘悼出仲血
E己巴)。
4』

(s悟虫.
阿
戸
.
=
芭
事
.
島M自3m3 ) 

パ
l
リ
の
ジ
ャ

l
タ
カ
註

c
b
)
で
は
、
四
法
と
は
四
つ
の
徳
(
美
徳
明
右
勧
)

で
あ
り
、
真
実
と
は
こ
と
ば
の
真
実

(gaE

E
8回
目
)

で
嘘
言
を
言
わ
ず
に
や
っ
て
き
た
と
い
う
こ
と
、
法
と
は
考
察
の
智
慧
(
乱
白
骨

gmE宮
岡
田
)
、
堅
固
心
と
は
中
断
さ
れ
な
い

努
力
(
与

Z
n
n
E
S
m
iュ
ヨ
哲
)
、
施
捨
と
は
自
分
を
捨
て
る
こ
と
(
星
中
旬
開
片
品
開
。
)

で
、
自
分
を
捨
て
て
私
の
前
に
来
た
と
い
う
の

で
あ
る
と
む
-
H

・M
8
2
0
)
。

次
に
法
は
本
性
、
自
性
、
空
性
を
意
味
す
る
と
い
う
。

『
[
こ
れ
ら
(
申
宮
妻
子
・
家
畜
・
家
産
等
)
は
]
「
生
ま
れ
る
こ
と
を
法
(
本
性
)
と
し
て
お
り
:
・
老
い
る
こ
と
を
法
(
本
性
)
と
し

て
お
り
、
・
:
そ
れ
か
ら
死
ぬ
こ
と
を
法
(
本
性
)
と
し
て
お
り
」
と
い
う
な
ど
に
お
い
て
は
、
[
法
は
]
本
性
[
の
意
味
]
に
お
い

て
[
用
い
ら
れ
る
]

(
記
注
目
昏

BE---古
品
目
昏

B
E
-
-・
[
+
E
E
O旨
3
宮

E昏
B
B
Z
]
ヨ(ミ
-H・
5
2
E
)
平
豊
富
官
官
'

位
当
者
)
。
」
(
足

F
H・
弓
車
問
)

と
。
こ
こ
で
は
い
ず
れ
も

a
g
g
g仰
は
複
合
語
の
後
分
に
な
っ
て
、
「
所
有
を
意
味
す
る
形
容
詞
と
な
る
用
法
」

(
H
有
財
釈

EPR-

ミ
問
乞
)
と
解
釈
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
「
生
ま
れ
る
と
い
う
法
(
本
性
)
を
も
っ
て
い
る
も
の
」
、
「
老
い
る
と
い
う
法
(
本
性
)
を
も
っ
て

い
る
も
の
」
、
「
死
ぬ
と
い
う
法
(
本
性
)
を
も
っ
て
い
る
も
の
」
と
訳
し
て
も
よ
い
。
最
後
の
例
で
は
ム
V
R

法
を
有
す
る
)
と
い
う
語
形
を
用
い
て
い
る
。
な
お
こ
こ
の
経
文
の
註
釈
に
お
い
て
は
、

『
生
ま
れ
る
こ
と
を
法
(
本
性
)
と
し
て
い
る
と
は
出
生
を
自
性
と
す
る
。
老
い
る
こ
と
を
法
(
本
性
)
と
し
て
い
る
と
は
老
衰
を

自
性
と
す
る
(
釦
苧
昏

g
B
o丘
者
自
由

EEVEg-匂
問
中
島

E
B
B
O
R宵
82ω
喜
帥

40)』
(
国
民
・
口
・
見
。
E
)

云
々
と
あ
っ
て
、
本
性
の
代
わ
り
に
自
性
(
自
分
の
固
有
の
本
性
)
と
い
っ
て
い
る
。
両
語
と
も
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
近
い
の
で
あ
ろ
う
。

「
「
善
な
る
諸
法
[
・
不
善
な
る
諸
法
・
無
記
な
る
諸
法
]
」
と
い
う
な
ど
に
お
い
て
は
、
[
法
は
]
自
性
(
自
分
の
固
有
の
本
性
)
[
の

意
味
]
に
お
い
て
[
用
い
ら
れ
る
]
(
公
開

g
m
H
T
p
m
g
g刊
(
匂
宮
・

5
t
b
e
E
E
V
E
4由
)
。
」
(
』
岱

-H-H4自
由
)

「
善
な
る
諸
法
」
と
い
う
の
は
、
善
な
る

(
よ
い
)
[
心
の
]
自
性
(
自
分
の
固
有
の
本
性
)
と
い
う
こ
と
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
次
の
空

性
と
い
う
の
は
、
難
解
で
あ
る
。

『
「
さ
ら
に
確
か
に
そ
の
時
に
諸
法
が
あ
る
[
。
諸
誼
(
心
身
の
諸
集
合
)
が
あ
る
。
諸
処
(
認
識
の
諸
領
域
)
が
あ
る
。
諸
界
(
認

識
の
諸
要
素
)
が
あ
る
:
・
]
」
と
い
う
な
ど
に
お
い
て
は
、
[
法
は
]
空
性
[
の
意
味
]
に
お
い
て

[
用
い
ら
れ
る

]
(
S
H
E
B
E
wv
。

仏教における法の意味(村上)

3
2
3
m可
申
書
B
B
S
s
q
w
(
5・
Mm)
苧
豊
田

E
g虫
色
身

S
)。」

(
5・
5
3
)

難
解
で
あ
る
が
、
こ
の
下
に
列
挙
さ
れ
る
誼
・
処
・
界
等
の
諸
法
は
、
無
常
で
永
遠
な
我
(
霊
魂
)
を
欠
如
し
て
い
る
か
ら
、
空
で
あ

る

(由民

E
S
、
空
性
が
あ
る
)
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。
次
に

『
「
法
が
よ
く
行
わ
れ
る
と
楽
を
も
た
ら
す
」
と
い
う
な
ど
に
お
い
て
は
、
[
法
は
]
福
徳
(
功
徳
)
[
の
意
味
]
に
お
い
て
[
用
い
ら

れ
る

]
(
R
U
E
B
E
E
S右。
E
E
S
B
智
岳
民
正
a
S
E
(
F
E
N
)
宮
go)。
』
(
足
〉

-H-Htz。)

と
い
う
。
法
が
善
行
の
影
響
力
、
福
徳
、
功
徳
を
意
味
し
、
善
、
善
行
を
も
意
味
す
る
こ
と
は
、
仏
教
に
限
ら
ず
イ
ン
ド
思
想
に
お
い
て
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一
般
に
行
わ
れ
て
い
る
。

し
か
し
仏
教
に
お
い
て
は
法
が
悪
や
罪
を
意
味
す
る
用
法
が
あ
る
。
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『律』

そ
れ
ぞ
れ
い
か
な
る

の
戒
条
は
、

行
為
が
い
か
な
る
罪
に
な
る
か
を
定
め
る
丈
章
か
ら
な
り
、

そ
の
条
文
を
そ
れ
ぞ
れ
法
と
呼
ぴ
(
ヨ
ぉ
・

い
わ
ば
刑
法
の
条
文
に
相
当
す
る
。

国
-
H
S
E
L
g
J
H〈
・
日
記
∞
)
、
そ
の
法
は
犯
戒
(
罪
)
を
意
味
す
る
。

~ 
一一寸

犯
戒
(
罪
)
[
の
意
味
]

に
お
い
て

[
用
い
ら
れ
る
]

は
不
定
の
法
で
あ
る
」

[
法
は
]

[
項
]

と
い
う
な
ど
に
お
い
て
は
、

(
d
g
g昨
日
『
己
勘
【

pmggMM3tE邑
UHH(おお
-HHH・
5Aて
)
m
e
a
t吉岡官
)0』
(

同

hkpH・
見
事
日
)

と
。
不
定
の
法

(志時間
C.
持
向
島
F
E
M
B
P
波
羅
夷
法
、
駆
掻
罪
)

か
僧
残
罪

(即日刊話回

H
E仲田
g
鳥
居

BBmy
僧

(
不
定
法
)
と
は
、
波
羅
夷
罪

残
法
、
衆
僧
に
機
悔
す
べ
き
罪
)

(
志
ロ
目
立
時
百
円
四
E
E
B
m
y
波
逸
提
法
、
機
悔
償
罪
)
か
の
ど
れ
に
相
当
す
る
罪
で
あ
る
か
は
、

か
波
逸
提

即
座
に
は
決
定
で
き
な
い
罪
で
あ
る
。
僧
団
に
お
け
る
審
査
の
結
果
と
し
て
決
定
さ
れ
る
罪
で
あ
り
、

パ
l
リ
律
で
は
二
条
か
ら
な
る
。

そ
の
内
容
は
、
比
E
が
女
性
と
一
緒
に
一
対
一
で
密
か
に
隠
さ
れ
[
情
事
に
]
十
分
適
す
る
康
所
に
坐
る
こ
と
を
図
る

(
第
一
条
)
か
、

女
性
に
色
悪
語
(
不
適
切
な
こ
と
ば
)

(
第
二
条
)
と

を
語
る
の
に
適
し
た
座
所
に
女
性
と
一
緒
に
一
対
一
で
密
か
に
坐
る
こ
と
を
図
る

こ
ろ
を
、
こ
と
ば
に
信
頼
が
お
け
る
女
性
信
者
(
優
婆
夷
)
に
見
各
め
ら
れ
罪
状
を
申
し
渡
さ
れ
る
場
合
で
あ
る
。
当
該
の
比
正
が
同
座

(
同
席
)
を
認
め
る
と
事
情
に
応
じ
て
処
分
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
次
の
最
後
の
用
例
は
法
の
最
も
広
い
意
味
を
示
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。

「
「
あ
ら
ゆ
る
法
は
、
あ
ら
ゆ
る
在
り
方
で
仏
・
世
尊
の
知
の
門
に
お
け
る
領
域
に
入
る
」
と
い
う
な
ど
に
お
い
て
は
、
[
法
は
]
知

ら
れ
る
べ
き
も
の

[
用
い
ら
れ
る
]
(
品
与
宮
島
F
m
g
E山
田
知
事
書
骨
g
m
E門
E
F
S
E

(
所
知
、
認
識
対
象
)

[
の
意
味
]

に
お
い
て

ず
げ
同

m
m
g
g
S
S
E
B
g
F
Z
Z
F岱召
Z
E
n
v
gロョ

(3・
HH・
5
t
t
E包
吉
宮
司
由
)0」
(
足
h-H-H4ω
凶
器
)

と
。
以
上
で
列
挙
さ
れ
た
法
の
用
例
の
註
釈
が
終
わ
る
。
列
挙
の
最
後
は
「
な
ど

(
包
円
)
」
と
あ
る
か
ら
、
法
は
以
上
に
尽
き
な
い
の
で

あ
ろ
う
が
、
法
の
用
例
の
主
要
な
も
の
が
一
不
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
同
じ
頃
の
ブ
ツ
ダ
ダ
ツ
タ
の
作
と
い
わ
れ
る
切
巴
ト
ロ
の
法
の
註
釈

も
以
上
と
殆
ど
同
文
で
あ
る
が
、
例
丈
が
や
や
長
く
順
序
に
も
相
違
が
あ
り
、
最
後
の
真
実
(
諦
)

の
用
例
に
つ
い
て
は
、
四
諦
の
法

(
教
え
)

の
意
味
に

(
S
E
E
S
n
gム
E
B
B
O
)
解
し
て
い
る

(
凶
ゼ
ト
ロ

E@)0

こ
の
後
出
向
〉
は
経
丈
に
立
ち
返
っ
て
次
の
よ
う
に
法
の
定
義
を
述
べ
て
い
る
。

『
し
か
し
こ
こ
で
は
こ
の

[
法
]
は
自
性
(
固
有
の
本
性
)
[
の
意
〕
に
お
い
て
用
い
ら
れ
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
こ
と
ば
の
意
味
は

こ
う
で
あ
る
。
自
分
の
特
相
(
定
義
)
を
保
持
し
て
い
る
、
と
い
う
の
が
諸
々
の
法
で
あ
る

E
E
M】
自
身
田
恒
国
与
E
4由
4巳
g
巴・

、HaaB吉岡恒
g
gロ
主
任
。
一
巳
g
g
E罫
冨
官
同
何
回
書
同
時

g
g
L
E
S
B
P
)
0』
S
E
-
-
弓
盟
主
)

と
。
こ
の
定
義
は
同
じ
著
者
ブ
ツ
ダ
ゴ

l
サ
の
『
清
浄
道
論
』

(
S
S内迂
E
S
R向。
u
S白3
・司寸∞

-E-AF∞
HNEW
但
し
町
。
ぬ
・

2
・
ち
∞
弓

の
『
倶
舎
論
広

F
P
E
R
S
Q
-
p
o
s
-
E
S
♂
〉
自
己
ω)
」
の
巻

に
よ
る
)
に
も
同
文
で
見
え
て
い
る
。
ま
た
世
親
(
〈
器
具

vgー島ゲロ)

頭
の

『
独
自
の
特
相
(
定
義
)
を
保
持
す
る
か
ら
法
で
あ
る
(
田

g
E
F
W
E
Eム
E
Eロ
包
書
記
田
島
)
』

と
も
ほ
ぼ
同
趣
旨
で
あ
る
。
世
親
は
単
数
の
法
を
い
う
の
に
対
し
て
、
ブ
ッ
ダ
ゴ

l
サ
は
複
数
の
諸
法
を
い
う
。
し
か
し
意
味
す
る
と
こ

ろ
は
同
じ
く
諸
法
と
い
う
法
で
あ
る
。
そ
の
諸
法
は
ま
ず
人
間
存
在
を
構
成
す
る
心
身
の
諸
要
素
を
意
味
し
て
い
る
。

仏教における法の意味(村上)

誰
も
論
及
し
な
い
よ
う
で
あ
る
が
法
の
詳
し
い
語
釈
に
苫
弘
吉
G
A
g
s
F
E
a
a
s長
官

A
S
S
E言、

あ
る
。
そ
の
智
論
(
渇

MEm-EF町
田
)
の
初
め
の
方
に

句
。
門
出
門

NpassQMM』
UQF皆
弘
罰
則
)
が

『
ま
ず
法
と
い
う
語
は
、
自
性
、
智
慧
、
福
徳
、
概
念
設
定
(
仮
設
)
、
犯
戒
、
経
典
、
無
生
物
性
、
変
異
、
徳
、
縁
、
縁
に
よ
っ

[
の
意
味
]
に
お
い
て
見
ら
れ
る

(
F
m
B
g
m
T
E
E
。

て
生
じ
た
も
の
な
ど

仲
卸
4
釦

田
山
凶
ぴ
}
阿
印

4mHE同】内凶同同町
MMWEM】
回
出
回

mw'同
}
白
砂
防
白
丘
一
ナ
阿
世
間
)
釦
け
色
'

官
ュ
ヨ
-EE口
町
田
主
主

p
i
E
E
E官
官
也

mnn目
当
，
宮
ロ
ロ
喜
正
志
田
口
忠
告
団
ロ
島
田
国

mZ)0』
(
見
白
K
「
〈
江

-H-H①
)

と
述
べ
て
解
説
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
概
念
(
仮
設
)

の
例
は
、

『
「
概
念
(
仮
設
)
と
い
う
法
、
言
語
と
い
う
法
、
同
意
語
と
い
う
法
」
と
い
う
な
ど
に
お
い
て
は
、
[
法
と
は
]
概
念
(
仮
設
)
〔
の
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意
]
に
{
用
い
ら
れ
る

](4民
感
州
単
位
ふ
げ
自

248 

国内

wE吉岡恒
)

0

』
(
同
】
な
み
・
〈
一
江
-
H
・5)

と
い
っ
て
、
法
は
概
念
(
仮
設
、
こ
と
ば
の
意
味
)

で
あ
る
と
い
う
。
変
異
(
変
化
)
に
つ
い
て
は

「
「
生
と
い
う
法
を
有
す
る
、
老
と
い
う
法
を
有
す
る
、
死
と
い
う
法
を
有
す
る

[
有
情
達
は
生
、
老
、
死
か
ら
解
脱
す
る
こ
と
い
う

な
ど
に
お
い
て
は
、

[
法
と
は
]

gmwEロ田，

変
異
(
変
化
)

[
の
意
]
に
[
用
い
ら
れ
る
]

(
乙
帥
平
島
町
田
B
B
U
古品目内凶何回
m

出回目印

円同げ釦
B
B町民自酌【町田区

(
b・
5
・5
4
一
何
回
。
呂
田
)
丘
E
Z
)
0』
(
苫
白
k
p
〈
氏
-
H

・5
)

と
い
う
。
縁
に
つ
い
て
は

「
「
因
に
つ
い
て
の
智
が
法
無
擬
解
で
あ
る
」
と
い
う
な
ど
に
お
い
て
は
、
[
法
と
は
]
縁
[
の
意
]
に
[
用
い
ら
れ
る
]

食図。

E
B
E

氏自勧告田口

(
S
F
F
N
S
E
)
宮
口
g
u可申
)
0

』
(Mdhkp
〈
江
-H・
5)

田
町
石
田
恒

a
g
B
B釦
EH)忠
広
田
ヨ
ゲ
YEuwu

と
い
う
。
法
無
擬
解
と
は
縁
に
つ
い
て
の
洞
察
智
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
最
後
は

『
「
[
縁
起
の
]
そ
の
界
(
内
的
要
素
、
本
性
)
は
も
う
定
ま
っ
て
お
り
、
法
と
し
て
定
ま
っ
て
い
る
こ
と
、
法
と
し
て
決
定
し
て
い

る
こ
と
、
[
こ
れ
を
縁
と
す
る
こ
と

(
此
縁
性
同
旨

E
3
2
8百
g)
で
あ
る
こ
と
い
う
な
ど
に
お
い
て
は
、
[
法
と
は
]
縁
に
よ
っ
て

生
じ
た
も
の
[
の
意
]
に
[
用
い
ら
れ
る

]
(
J
t
S
4問
団
劃
昏
酌
宮
島
F
E
M
E釦
E
2
E
S
S
【同町内岡田
B
m
E
E
u
b
s
a帥
ョ
平
間
島
田
口
(
何
回
同
・

N
U
F
E
)

宮口

g
ヨ
3
8
5
)
0』
(
界
主
・
〈
江
・
ご
∞
)

と
。
存
在
の
要
素
と
し
て
の
法
が
縁
に
よ
っ
て
生
じ
て
い
る
こ
と
を
重
視
す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
縁
の
把
握
に
つ
い
て
の
智
慧
が

法
住
智
で
あ
る
(
宮
口
g
百
E
E
E
m官
官
吉
田
S
F
S
E
P詳
E
E
E
E宮
予
足
的
-H・
3
・
て

J
g
N
)
と
い
う
。
法
住
智
は
縁
に
よ
っ
て
存

立
し
て
い
る
諸
法
の
在
り
方
に
つ
い
て
の
智
で
あ
る
。
世
尊
が
『
法
住
知
日
が
先
に
あ
り
、
浬
繋
知
日
が
後
に
あ
る
』
(
切
口
-u・巳串
H
C
¥
)

と
述
べ
て
か
ら
、
色
等
が
無
常
・
苦
・
非
我
で
あ
る
こ
と
や
、
十
二
縁
起
の
生
観
と
滅
観
を
教
示
し
て
、
聞
き
手

(
m
g州
自
白
)
に
確
認

を
迫
る
経
文
が
あ
る
。
法
住
智
の
語
は
漢
訳
に
も
知
ら
れ
(
『
雑
阿
含
経
』
巻
十
四

(
ω
U
4
)

円

Nuzo・
s
-
c
g
J
E
E宮
)
、
古
い
出
自
を

語
っ
て
い
る
。

m
m
σ
E
B
S
E
E
B島
町
中
門
出
回

mwEBω
自
考

こ
こ
で
本
論
文
の
副
題
の
問
題
に
移
り
た
い
。
こ
の
原
文
は
「
す
べ
て

[
は
]
滅
す
る
性
質
(
法
)
が
あ
る
」
か
、
「
す
べ
て

[
は
]

滅
法
(
滅
と
い
う
法
)

で
あ
る
」
か
、
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
こ
と
ば
を
換
え
て
い
う
な
ら
ば
、
こ
の

ム
『
富
岡
田
仰
を
後
分
と
す
る
複
合

語
が
「
所
有
を
意
味
す
る
形
容
詞
と
な
る
用
法
」
(
日
有
財
釈
)
と
解
釈
さ
れ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
同
格
関
係
を
意
味
す
る
同
格
限
定
複

合
語
(
持
業
釈
宮
3HQ-hNFQSE)
で
あ
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
パ

1
リ
仏
典
に
は
こ
の
よ
う
な
複
合
語
が
、
上
に
も
見
た
よ

う
に
「
所
有
を
意
味
す
る
形
容
調
」
と
解
さ
れ
る
多
く
の
用
例
が
あ
る
。
こ
の
間
題
に
つ
い
て
は
誤
解
や
、
混
乱
も
見
ら
れ
る
の
で
、
こ

こ
に
取
り
上
げ
、
資
料
を
博
捜
・
精
査
し
考
察
し
て
自
分
の
理
解
を
確
認
し
た
い
。

上
の
文
句
は
、
初
転
法
輪
に
つ
い
て
記
す
パ

I
リ
経
・
律
の
一
節
に
見
ら
れ
る
。
成
道
後
、
初
め
て
仏
が
五
人
の
比
正
に
中
道
と
四
諦

の
教
え
を
説
く
と
、
最
初
に
理
解
し
た
コ
ン
ダ
ン
ニ
ヤ

(
開
。
帽
す

B
P惰
陳
知
)

の
智
解
が
、
次
の
定
型
文
で
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

仏教における法の意味(村上)

『
「
お
よ
そ
何
で
も
集
起
す
る
性
質
(
本
性
、
法
)

が
あ
る
も
の
は
、
す
べ
て
滅
す
る
性
質
(
本
性
、
法
)
が
あ
る
」
と
い
う
遠
塵
離

垢
の
法
眼
(
真
実
を
見
る
眼
)
が
生
じ
た

(4宮北
S
H
a
S
E
B
m
g告
書
自
岡
田
中
S
F何
回
目
恒
三
唱
曲
丘
一
吉
岡
叫
H
E片岡
a
g
s
E唱曲目

門
出
岡
田
回
目
富
岡
田
知
事
回
目
吉
田
尽
き
昏
回
目
円
四
E
B
B田口広
)
0

」
(
点
『
H・H
-
=
宮
l
j
∞
・
列
島
ω
E
a
)
(
定
型
文
一
)

と
。
私
な
り
の
解
釈
は
こ
う
で
あ
る
。
こ
こ
の
意
味
上
の
主
語
は
、
そ
の
前
に
あ
っ
た
四
諦
(
苦
・
集
・
滅
・
道
)
の
説
法
が
予
想
さ
れ

る
か
ら
、
そ
の
説
法
を
聞
い
て
自
分
の
身
で
受
け
止
め
て
理
解
し
納
得
し
た
諸
法
で
あ
ろ
う
、
そ
う
い
う
諸
法
に
は
彼
自
身
の
存
在
(
心

身
、
白
分
の
世
界
)
を
構
成
し
て
い
る
諸
要
素
、
諸
局
面
が
予
想
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
自
分
の
苦
(
苦
悩
、
或
い
は
存
在
の
不
安
)
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は
、
根
本
的
な
欲
望
(
渇
愛
)
を
原
因
と
し
て
生
じ
て
く
る

(
集
り
起
こ
る
)
性
質
(
本
性
)
が
あ
る
の
で
あ
り
、
お
よ
そ
そ
う
い
う
集

250 

り
起
こ
る
性
質
(
本
性
)
が
あ
る
苦
は
、
そ
の
原
因
で
あ
る
渇
愛
を
修
道
(
八
正
道
)
に
よ
っ
て
鎮
め
る
な
ら
ば
、
滅
す
る
性
質
(
本

性
)
が
あ
る
の
で
、
な
く
な
る
。
そ
の
よ
う
に
自
分
の
存
在
の
諸
要
素
の
ど
れ
も
、
「
集
起
す
る
性
質
(
法
)
が
あ
る
も
の
は
、
滅
す
る

性
質
が
あ
る
」
と
了
解
で
き
た
、
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
平
川
彰
(
「
平
川
彰
著
作
集
第
一
巻

一
九
八
八
年
)

の
解
釈
は
違
う
。
氏
は

縁
起
と
空
』

「
集
法
で
あ
る
も
の
は
、
す
べ
て
滅
法
で
あ
る
と
の
遠
塵
離
垢
の
法
眼
を
生
じ
た
L

(

同
℃
・
色
、
た
だ
し
挿
入
原
文
は
省
略
)

と
訳
し
て
、
「
こ
の
法
を
「
性
質
」
と
い
う
意
味
に
解
し
て
、
「
生
起
す
る
性
質
の
も
の
は
、
す
べ
て
減
す
る
性
質
の
も
の
で
あ
る
」
と
解

す
る
こ
と
も
で
き
る
。
し
か
し
そ
う
す
る
と
、
生
起
す
る
性
質
を
有
す
る
「
も
の
」
が
想
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
生
起
よ
り
も
さ
き

に
「
も
の
」
が
あ
る
は
ず
は
な
い
か
ら
、
そ
の
性
質
が
あ
る
も
の
が
あ
る
は
ず
が
な
い
。
滅
す
る
性
質
の
場
合
も
同
様
で
あ
る
。
そ
し
て

「
ど
ん
な
も
の
で
も
集
法
で
あ
る
も
の
は
、
す
べ
て
滅
法
で
あ
る

(
原
文
略
)
」
と
い
う
こ
の
丈
志
早
か
ら
は
、
そ
の
よ
う
な
法
の
所
有
者
を

想
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
場
合
の
「
ダ
ン
マ
」
は
中
性
名
詞
と
解
し
て
よ
い
」
云
々

(岡山
M

・8
要
旨
)
と
論
じ
て
い
る
。

し
か
し
こ
の
解
釈
は
一
一
つ
の
問
題
を
含
む
。

ま
ず

E
B島
町
中
島
げ

-mWEBmロ
は
複
合
語
で
あ
り
、
中
性
の
形
で
あ
る
。
し
か
し
平
川
が
「
こ
の
場
合
の
「
ダ
ン
マ
」
は
中
性
名
詞
と

ダ
ン
マ

解
し
て
よ
い
」
と
い
う
の
は
、
こ
の
法
が
「
所
有
を
意
味
す
る
形
容
詞
の
用
法
」

(
H
所
有
複
合
語
一
有
財
釈
吉
宮
町
ミ
刊
と
)
の
複
合
語
で

中
性
に
用
い
ら
れ
て
い
る
、
と
い
う
の
で
は
な
く
て
、
減
法
(
減
と
い
う
法
、
滅
す
る
法
)

で
あ
っ
て
、
同
格
関
係
を
意
味
す
る
同
格
限

定
複
合
語
(
持
業
釈
き
1
5
9
h
s
a
s
E
)
で
あ
る
と
い
う
主
張
で
あ
ろ
う
。
平
川
説
の
問
題
は
ム
F
m
B
B回
を
後
分
と
す
る
上
記
の
複
合

語
を
「
所
有
を
意
味
す
る
形
容
詞
的
用
法
」
(
日
有
財
釈
)
と
解
し
て
は
な
ら
な
い
、
と
い
う
問
題
に
還
元
さ
れ
る
。
し
か
し
、
上
記
の

定
型
文
は
、
ど
の
文
脈
に
お
い
て
も
「
所
有
を
意
味
す
る
形
容
詞
的
用
法
」
と
解
さ
れ
る
こ
と
は
、
論
証
し
確
認
で
き
る
の
で
は
な
い
の

か
。
パ

l
リ
仏
典
に
お
い
て
ム
Fmggmw
の
「
所
有
を
意
味
す
る
形
容
詞
的
用
法
」
は
す
で
に
見
た
よ
う
に
、
多
く
用
い
ら
れ
る
こ
と
も

考
慮
す
べ
き
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
の
意
味
を
考
察
し
確
認
す
る
こ
と
が
、
第
一
の
課
題
と
な
る
。

第
一
一
の
問
題
は
、
「
そ
の
よ
う
な
法
の
所
有
者
を
想
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
る
。
法
は
法
を
有
し
な
い
、
或

い
は
法
は
性
質
を
有
し
な
い
と
い
う
議
論
で
あ
る
。
確
か
に
後
の
ヴ
ア
イ
シ
ェ

l
シ
カ
哲
学
は
「
属
性
(
徳
官
官
)
に
は
属
性
(
徳
)

が
な
い
」
と
い
う
原
則
を
立
て
る
。
法
(
付
属
す
る
も
の
)
は
属
性
で
も
あ
る
。
し
か
し
こ
こ
で
は
法
の
多
義
性
が
前
提
に
な
る
の
で
、

果
た
し
て
「
法
に
は
法
が
な
い
」
と
い
う
議
論
が
成
立
す
る
の
か
、
疑
わ
し
い
。
む
し
ろ
そ
れ
以
前
に
問
題
は
邦
語
の
表
現
に
あ
る
。

パ
l
リ
丈
の
解
釈
に
異
論
が
あ
る
の
は
、
原
丈
の
分
か
り
に
く
さ
に
由
来
す
る
。
し
か
し
パ

l
リ
文
を
邦
語
に
訳
し
て
解
釈
す
る
邦
語
白

体
が
暖
昧
で
、
明
解
で
な
い
の
で
あ
る
。
平
川
論
文
の
訳
文
や
論
旨
の
適
否
も
容
易
に
判
定
し
が
た
い
よ
う
で
あ
る
。

「
集
法
で
あ
る
も
の
は
、
す
べ
て
滅
法
で
あ
る
」
、
或
い
は
「
ど
ん
な
も
の
で
も
集
法
で
あ
る
も
の
は
、
す
べ
て
滅
法
で
あ
る
」
と
い

う
の
は
ど
う
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
か
。
単
純
に
「
集
法
は
減
法
で
あ
る
」
と
同
じ
で
あ
ろ
う
か
。
平
川
は
後
で
集
法
を
生
法
と
言
い
換
え

て
、
「
生
法
と
滅
法
と
が
同
じ
で
あ
る
」
と
い
い
、
そ
れ
は
「
一
つ
の
も
の
が
生
じ
て
い
る
と
き
に
は
、
他
の
も
の
が
減
し
て
い
る
と
い

う
意
味
で
あ
る
」
と
説
く
。
そ
し
て
種
子
が
芽
を
出
す
場
合
を
倒
に
引
い
て
、
「
芽
の
生
起
は
、
種
子
の
消
滅
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
に

仏教における法の意味(村上)

な
る
と
い
う
。
「
「
生
法
が
滅
法
で
あ
る
」
と
い
う
見
方
が
、
断
絶
と
連
続
を
超
え
た
中
道
の
見
方
で
あ
る
」
と
も
い
う

6
・5
8
0

こ
こ
の
表
現
は
甚
だ
晦
渋
で
あ
る
。
筆
者
な
り
に
整
理
し
て
、
ま
ず
種
子
と
芽
と
の
例
に
即
し
て
い
う
な
ら
ば
、
種
子
に
は
芽
を
生
ず

る
と
い
う
性
質
(
生
法
、
集
法
)
と
種
子
自
体
が
滅
す
る
と
い
う
性
質
(
減
法
)
と
が
あ
る
、
と
い
う
こ
と
に
他
な
る
ま
い
。
種
子
と
芽

の
比
輸
が
こ
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
る
な
ら
、
法
眼
の
内
容
で
あ
る
「
集
法
で
あ
る
も
の
は
、
す
べ
て
減
法
で
あ
る
」
と
い
う
の
も
、
同
様

つ
ま
り
四
諦
の
説
法
を
理
解
し
納
得
し
た
要
旨
を
踏
ま
え
る
文
脈
で
あ
る
か
ら
、
「
こ
の

[
人
生
]
苦
に
は
、

に
解
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。

そ
れ
が
渇
愛
と
い
う
原
因
に
よ
っ
て
生
じ
集
ま
る
と
い
う
性
質
(
集
法
)
と
、
そ
れ
は
修
道
(
八
正
道
)
に
よ
っ
て
滅
す
る
と
い
う
性
質
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と
が
あ
る
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
に
は
種
子
の
比
輸
が
あ
る
か
ら
、
こ
の
よ
う
に
解
釈
し
直
し
て
理
解
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
理
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解
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
な
ら
、
先
の
「
法
の
所
有
者
を
想
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
い
う
議
論
(
℃
・

8)
も
無
用
と
な
る
。
上
記

の
複
合
語
を
「
所
有
を
意
味
す
る
形
容
詞
的
用
法
」
(
H
有
財
釈
)
と
解
し
て
は
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
も
あ
り
え
な
い
こ
と
に
な
る
。

平
川
論
文
が
含
む
前
後
の
矛
盾
は
整
理
す
る
と
上
の
様
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。

こ
れ
で
二
つ
の
問
題
は
解
決
で
き
た
と
思
わ
れ
る
。
以
下
に
遠
塵
離
垢
の
法
眼
の
定
型
句
に
関
連
し
て
資
料
を
整
理
し
て
お
き
た
い
。

ま
ず
上
掲
の
定
型
丈
は
パ

l
リ
聖
典
に
は
同
一
話
を
別
々
に
数
え
る
と
、
三
一
例
ほ
ど
認
め
ら
れ
る
。
法
眼
に
言
及
す
る
資
料
は
、
漢
訳

に
も
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
資
料
に
も
あ
る
料
、
そ
の
内
容
に
触
れ
る
の
は
パ

l
リ
資
料
以
外
に
は
未
だ
見
出
し
え
な
い
。
こ
の
定
型
丈
は

パ
l
リ
仏
教
圏
で
成
立
し
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
世
尊
が
「
あ
あ
、
ほ
ん
と
う
に
お
ま
え
コ
ン
ダ
ン
ニ
ャ
は
覚
っ
て
い

(島田ー帥田仲

4
a
m
w
F
C
Eロ
合
同
出
10)
」
と
感
動
の
こ
と
ば
を
漏
ら
し
た

(
E
E釦
B
E
E
Sル
)

(白
B
P
E
E
Eロ
骨
B
-
P
手
九
一
色
B
色
目
)
」
と
い
う
名
と
な
っ
た
(
ヨ
ロ
-
H
H
M
E∞)
o

彼
は

の
で
、
彼
は
「
覚
れ
る
コ
ン
ダ
ン
ニ
ヤ

る

『
法
を
見
、
法
を
得
、
法
を
知
り
、
法
に
深
く
入
り
、
疑
い
を
超
え
、
惑
い
を
離
れ
、
確
信
を
得
、
師
の
教
え
に
関
し
て
他
に
は
依
存

(
仕
草

FmHE【同月
5
5
5
0
℃
a
g
E乱開岡田
H
E
E
d
E仲
間
目
缶
百
回
目
。
司
mEU3mm岡山
F回目門出回目
HH50t官
E
'
i
a
Eロロ
F
o
i
m田
EEKmFmw吾
w
a
F
0

4
2町田社
m
E
B巳
g
告
白
E
E
3
m
n
g吉
田
急
何
回
戸
田
山
田
8
0
)
0
」
(
点
『
H・
H-HNHEN)(定
型
文
二
)

し
な
い

と
い
う
。
こ
れ
ら
の
法
が
真
実
(
諦
)
の
意
味
で
あ
る
と
も
い
い
(
ミ
ト
円
弓

EE)
、
ま
た
四
諦
の
教
え
で
あ
る
と
も
い
う
註
釈
説
(
匂

E-

5
5
)
 は
上
に
も
見
た
。
ま
た
こ
こ
で
ム
F
m
B目
白
は
す
べ
て
所
有
複
合
語
(
有
財
釈
)
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
定
型
丈
も
ま

た
法
眼
を
得
た
者
の
形
容
と
し
て
同
丈
で
繰
り
返
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
彼
は
世
尊
の
も
と
で
出
家
し
具
足
戒
を
得
る
こ
と
を
願
い
出
て
、

世
尊
に
「
来
た
ま
え
。
比
丘
よ
。
法
(
教
え
)
は
よ
く
説
か
れ
た
。
正
し
く
苦
を
終
わ
ら
せ
る
た
め
に
先
行
(
修
行
)
を
行
え
よ
』
(
点
『
H

・
H

・

]
戸

N
F自
)

と
仰
せ
ら
れ
る
。
こ
れ
が
彼
の
具
足
戒
で
あ
っ
た
、
と
い
う
。
出
家
入
門
の
儀
式
が
非
常
に
簡
素
で
あ
っ
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
後
に
同
様
に
五
比

E
の
二
人

(
5
3盟
国
釦
と
盟
百
円
広
々
と
が
法
眼
を
得
、
次
ぎ
に
最
後
の
二
人
(
宮
吾
首
問
自
由
と
〉
回
出
血
祉
)
も
法
眼
を

得
て
、
同
様
に
出
家
入
門
を
得
て
い
る
。
次
い
で
長
者
の
息
子
育
虫
色
が
悩
み
を
抱
え
て
や
っ
て
来
る
と
、
仏
は
迎
え
て
、
順
々
に
導

く
語
り

(
H
次
第
説
法
)
を
語
る
。
即
ち
布
施
の
談
義
、
戒
の
談
義
、
天
の
談
義
、
諸
欲
の
短
所
・
卑
し
さ
・
汚
ら
わ
し
き
、
出
離
(
出

家
修
行
)
に
お
け
る
長
所
を
明
ら
か
に
し
、
彼
が
柔
順
な
信
ず
る
心
に
な
っ
た
の
を
知
っ
て
、
苦
・
集
・
滅
・
道
(
四
諦
)
を
説
き
明
か

す
と
、
彼
に
も
同
じ
よ
う
に
法
眼
が
生
じ
、
ま
た
彼
を
探
し
て
や
っ
て
き
た
そ
の
父
親
と
、
そ
の
母
親
と
嫁
に
も
、
同
じ
よ
う
な
説
法
に

接
し
て
法
眼
が
生
じ
た
と
い
う
。
ヤ
サ
は
煩
憐
か
ら
解
脱
し
、
出
家
し
た
が
、
両
親
と
嫁
は
信
者
と
な
っ
た
と
い
う
。
ヤ
サ
と
同
じ
よ
う

に
ヤ
サ
の
四
人
の
友
人
、
五
十
人
の
友
人
、
他
の
三
十
人
の
遊
び
仲
間
に
も
、
四
諦
の
教
え
に
接
し
て
法
眼
が
生
じ
た
と
い
う
(
ヨ
ロ
・
同
・

お

呂

田

)0
こ
の
よ
う
に
四
諦
の
説
法
を
聞
い
て
法
眼
が
生
じ
た
と
い
う
バ
ラ
モ
ン

(
b
-
-
H
H
C
E
E
W
E
5
5
Z
E
b
-
H
-
E∞
J

E古
島

S
F

ミ

ロ

-
E印
詰
寄
与
自
身

R
b『門出
N白
色
旧
宮
-HHNω)
、
長
者
居
士
(
ミ
同
-
g
c
m
d
Z
F
K同
・
月

N
H
C
J
N呂
田

idmmm)
、
将
軍
(
ト
弓
-
E
G
E

仏教における法の意味(村上)

間
宮
)
、
貧
し
い
癒
病
人
(
虫
丸
-
H
y
s
z
m
S宮
宮
E
E
)
、
神

(NM
口
・
凶
器

MEH
∞島】
S
)
な
ど
の
例
が
あ
る
。
ま
た
過
去
の
ヴ
ィ
パ
ツ

シ
ン
仏
の
両
大
弟
子
(
ロ
ロ
・

2
E
)
や
大
衆

(U・口・

8
E
)
も
四
諦
の
説
法
を
聞
い
て
法
眼
が
生
じ
た
と
い
う
。
し
て
見
る
と
定
型
丈

一
の
後
半
(
H
法
眼
の
内
容
)
「
お
よ
そ
何
で
も
集
起
す
る
性
質
(
法
)
が
あ
る
も
の
は
、
す
べ
て
滅
す
る
性
質
(
法
)
が
あ
る
」
は
、
四

諦
説
の
要
旨
で
あ
る
と
理
解
す
べ
き
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
舎
利
弗
と
日
連
に
法
眼
が
生
じ
た
と
い
う
場
合
は
違
っ
て
い
る
。
会
口

利
弗
は
五
比
正
の
最
後
に
な
る
ア
ッ
サ
ジ
(
馬
勝
)
ト
品

h
リ、

『
お
よ
そ
諸
々
の
法
は
因
よ
り
生
ず
る
、
そ
れ
ら
の
因
を
如
来
は
説
い
た

(
可
申
書

B
E
E
3宮
F
3
5
8
E
S
E
E
E

m
m
g
島
田
)
。
ま
た
大
牟
尼
は
そ
れ
ら
の
滅
も
ま
た
そ
の
よ
う
に
説
く

2
2包
-
S
苫

邑
5
円F
P
雪
印
告
主
包
同
居
民
H
P
E
E
S
-
O
)
』
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(ヨ『
H

・
H

・
8
5匂)

4
4
 

E
U
 
つ臼

と
い
う
倍
(
縁
起
法
領
、
法
身
偶
)
を
聞
い
て
、
法
眼
が
生
じ
た
と
い
い
、
目
連
は
舎
利
弗
よ
り
そ
れ
を
聞
い
て
法
眼
が
生
じ
た
と
い
う
。

法
眼
の
内
容
は
縁
起
説
の
要
点
と
し
て
も
理
解
さ
れ
る
。
実
は
四
諦
説
の
要
点
は
す
な
わ
ち
縁
起
説
の
要
点
な
の
で
あ
る
。

法
眼
が
生
じ
た
と
い
わ
れ
る
例
は
、
そ
の
他
に
、
仏
よ
り
眼
・
耳
・
鼻
・
舌
・
身
・
意
(
六
根
)
が
無
常
・
苦
・
無
我
(
非
我
)
で
あ

る
こ
と
、
こ
の
よ
う
に
見
る
聖
弟
子
は
眼
等
を
厭
い
離
れ
て
解
脱
し
解
脱
し
た
と
知
る
、
と
教
示
さ
れ
て
法
眼
が
生
じ
た
と
い
う
例
が
あ

る
。
そ
の
一
例
は
、
病
気
に
苦
し
む
一
比
正
で
あ
り
(
防
司
-
h
目
)
、
も
う
一
例
は
ラ
l
フ
ラ
に
対
す
る
同
様
の
仏
の
説
法
を
聞
い
て
い

た
数
千
の
神
々

(pgg) で
あ
っ
た
と
い
う
高
司
・

51H)0
パ
l
リ
特
有
の
註
釈
的
聖
典
「
小
義
釈
(
弓
足
骨

S
H」ξ
4
E
版)』

に
は
、
仏
が
バ
ラ
モ
ン
達
に
無
欲
を
説
く
備
を
聞
い
て
い
た
数
千
の
生
類
に
法
眼
が
生
じ
た
と
い
う
例
も
あ
る

宮内出
N

包

hr・
H
S
E
-

E
A
F
N円山
唱

]FHNω)0

ま
た
仏
が
説
く
慣
を
聞
い
た
者
、
ま
た
は
修
行
者
な
ど
が
、
「
お
よ
そ
何
で
も
集
起
す
る
性
質
(
法
)
が
あ
る
も
の
は
、
す
べ
て
減
す

る
性
質
(
法
)
が
あ
る
」
(
定
型
文
一
後
半
)
と
知
る
(
ま
た
は
覚
る
、
了
解
す
る
、
考
察
す
る
、
信
じ
る
)
な
ど
と
い
う
多
く
の
例
が
、

『
大
義
釈
(
同
門
)
』
と
「
小
義
釈
(
弓
モ
)
』
に
見
ら
れ
針
。
そ
の
中
に
は
仏
自
身
が
知
っ
た
場
合
も
含
ま
れ
て
い
る
(
」
g
J
g
E
I
J
N
ω
u
j

N4HωHE)
。
ま
た
同
文
は
仏
が
、
「
と
覚
っ
た
」

(tzヒE
弓
b
M
A
5
0
2
J
弓
乱
闘
包
め
3
・
H
E
G
)
、
ま
た
は
昨
支
併
が
、
「
と
覚
っ
た
」
と

も
示
さ
れ
る

(
旬
、
色
ぬ
お
-
g
h
m
h
F
4
0
)
0

こ
の
よ
う
に
定
型
文
一
後
半
は
、
仏
の
説
法
の
要
点
・
核
心
で
あ
る
と
、
パ

l
リ
聖
典
は
纏
め
て
い
た
の
で
あ
る
。
な
お
こ
の
よ
う
に

覚
っ
た
と
い
う
の
は
、
必
ず
し
も
無
上
の
覚
り
を
意
味
し
な
い
。
さ
ら
に
出
家
し
て
修
行
を
積
ん
で
、
悪
い
心
を
な
く
し
煩
悩
か
ら
解
脱

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

コ
ン
ダ
ン
ニ
ャ
を
始
め
舎
利
弗
等
が
出
家
し
て
修
行
し
た
の
も
、
そ
の
た
め
で
あ
る
。

定
型
文
一
後
半
と
同
様
に
「
所
有
を
意
味
す
る
形
容
詞
」
と
し
て
用
い
ら
れ
る

E
B
門
医
中
島
げ
釦
B
B釦
(
1
と
省
略
)
を
含
む
定
型
文

を
取
り
上
げ
て
み
よ
う
。
「
所
有
を
意
味
す
る
形
容
詞
」
に
お
い
て
は
、
以
下
に
見
る
よ
う
に
1
は
、
そ
れ
と
同
格
の
名
詞
類
の
性
(
き
ょ

ロ
・
弘
)
・
数
(
者
七
戸
)
・
格

(
5
5・b
円

-
L
S
F
Q
F
N
-
K昇、
hs-uNon-)
と
一
致
す
る
語
尾
で
終
わ
る
の
で
あ
る
。

次
は
、
縁
起
に
よ
っ
て
生
じ
た
諸
法
(
縁
生
法
℃
白
骨
片
S
E
E
Sロ
3
8ロ帥

門医釦
BSMH)
と
は
何
か
、
に
答
え
て
、
十
二
縁
起
の
各
支
分

が
、
定
型
文
で
示
さ
れ
て
い
る

(
ク
は
同
句
・
同
丈
の
省
略
)

0

「
老
死
は
無
常
で
あ
り
、
有
為
(
作
ら
れ
た
も
の
)

で
あ
り
、
縁
起
に
よ
っ
て
生
じ

(
縁
生
し
)
た
も
の
で
あ
り
、
衰
尽
の
性
質

(
法
)
が
あ
り
、
衰
滅
の
性
質
(
法
)
が
あ
り
、
離
貧
(
離
脱
)

の
性
質
(
法
)
が
あ
り
、
滅
す
る
性
質
(
法
)

が
あ
る
。
生
七

有
ク
o

取
ク
。
愛
ク
o

受
ク
o

鰯
。
。
六
処
ク
o

名
色
ク
o

識
ク
o

諸
行
ク
。
無
明
ク

以
上
同
文
)
(
仕
品
EBm肖
自
白
5
2
5
8
5

g
u
z
g
g信
HM怠山口
g
a
g
sロ匂司自
E
a叫
M
E
g
u『中島何回目
B
目
白
官
4白河内凶ム何回釦目白川口恒三『
mwm白目色町
m出
回
目
白
石
1
召
し
同
位
、

1
削

FVFmH40
へ
v
i

。唱己目】間島ー帥ロ田吾、

1
召
LmHMH品
、

1
m
r
4
E釦ロ問問、

1
P
H】同凶器国
O
A
v
l
o
w
g
f
h
q
v田
宮
口
問
吾
、

l
H世
wロ
mHHH岡田
EBH)mHH哲
人

v
l
H世
w
i
E出
HMmwH何回

、
1
予
g
u
w
E『問、
i
p
何回4HUm岡、
1
同)
0

』
(
ぬ
・
口
・
M
G
∞I

自
・
呼
格
σ
E
W
E
S
4
0
は
省
略
。
定
型
丈
三
一
)

縁
起
の
連
鎖
は
肯
定
的
観
察
(
生
観
、
流
転
分
)
で
は
、
輪
廻
の
あ
り
方
を
一
不
す
が
、
否
定
的
観
察
(
滅
観
、
還
滅
分
)
で
は
輪
廻
の
停

止
・
止
減
を
一
不
す
。
そ
れ
は
各
支
分
が
縁
起
に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の
で
あ
る
と
と
も
に
、
滅
す
る
性
質
(
法
、
本
性
)
を
持
っ
て
い
る
か

仏教における法の意味(村上)

ら
で
あ
る
。

同
じ
定
型
文
三
は
、
五
謹
の
一
々
に
つ
い
て
も
繰
り
返
さ
れ
る

は
途
中
省
略
)
。

『
色
は
?
:
。
受
?
:
。
想
?
:
。
行
?
:
。
識
。

(
以
上
同
文
)
(
品
宮
吾
、

I
B
-
-
-
-
g門同山口問、

1MH
.... 、
田
包
皆
、

1
劃・・

--zbFU品
、
ょ
・
・
・
・
4
広
窓
口
回
目
、

1
5
)
0
」
(
ぬ
・
自
・
忠
臣
民
m
)

こ
こ
で
は
各
文
の
後
に
「
そ
の
減
か
ら
滅
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
』
〔
酔
g
g
(。可宮田由
p
g
g召
)
E
E
昏
同
(
回
忌
g
門
医
。
)
口
町
邑
官
立

4
5
E

(
切
に
よ
る
と
そ
れ
ぞ
れ
の
滅
が
輪
廻
の
生
存
の
滅
で
あ
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民
)
と
繰
り
返
さ
れ
る
。
色
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い
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か
ら
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廻
の
生
存
の
滅
が
あ
る



る
)
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。
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定
型
文
三
は
三
受
、
即
ち
楽
・
苦
・
不
苦
不
楽
の
受
(
感
受
)
に
つ
い
て
も
繰
り
返
さ
れ
る
。

『
一
二
受
も
ク

(
吟
泣
き
:
・

4E-mg印
、

lp)0
』
(
ぬ
-H何
回
M-NHAFEi自
)

『
楽
な
る
感
受
(
快
感
、
幸
福
感
)
も
ん
ゲ
O

苦
な
る
感
受
(
苦
痛
感
、
不
幸
感
)
も
ク
。
不
苦
不
楽
な
る
感
受
(
不
苦
不
楽
感
)
も
ク

(
団
長
冨
立
:
・
4
0
E忠
、

1
p
-
E
W
E
6
立:・

4
E田
忠
、

1
帥
・
白
島
県
E
F
E
E
E戸H
E
M
P
-
4
0島
田
口
骨
、

i
帥
)0
』
(
匂
・
口
-
S
E
E
S
J
ミ・同・

℃

-
m
o
o
F
E
)
 

そ
し
て
そ
れ
ら
の
三
受
の
ど
れ
を
も
、
我
(
自
我
、
霊
魂
)
と
は
見
、
ず
、
何
物
に
も
執
著
し
な
い
な
ら
ば
、
悟
り
(
浬
般
市
)
に
入
り
(
唱
母
S
F
s

E
U『
mE)
、

「
生
は
尽
き
、
党
行
は
成
り
、
な
す
べ
き
こ
と
は
な
し
た
。
こ
う
で
あ
る
こ
と
(
こ
の
状
態
)
よ
り
ほ
か
に
な
い
、
と
悟
る
(
区
民
ロ
帥

』劃
t
g田
山
宮
召
ず
E
Y
E
-釦
江
古
門
官

}
S
E
t
s
s
t吉岡何回口
S
ω
H・2
H
E
E
2
P可
佐
官
い
同
E
E
)
』
(NV・ロ・℃・
2

2
定
型
文
四
)

と
い
う
。
ま
た
仏
は
、
こ
の
身
が
無
常
・
苦
・
空
・
無
我
(
非
我
)
で
あ
る
と
見
る
べ
き
こ
と
、
楽
・
苦
・
不
苦
不
楽
の
受
(
感
受
)
が

無
常
で
・
:
滅
す
る
性
質
(
法
)
が
あ
る

(
定
型
丈
三
)
と
見
る
聖
弟
子
は
感
受
を
厭
い
離
れ
て
解
脱
し
解
脱
し
た
と
知
る
、
と
教
示
す
る

一
遊
行
者
(
盟
事
m
T
E
E
M
P
長
爪
外
道
出
家
)
に
は
、
定
型
文
一
、
二
の
通
り
に
法
眼
が
生
じ
て
信
者
と
な
っ
た
た
と
い
う
(
ミ
・
記

盟
事
白
E
E
g
E田戸
H
E
Y
-
8
0
E
U
E
)
0
定
型
文
三
に
相
当
す
る
丈
は
、
此
三
受
有
為
無
常
従
二
因
縁
一
生
霊
法
滅
法
為
二
朽
壊
一
法

と(
「
長
阿
含
経
』
巻
十
(
一
一
一
一
)
「
大
縁
方
便
経
」

N
H・
2tzo)
で
あ
ろ
う
。
ま
た
於
二
彼
受
一

観
一
蚕
無
常

観
二
生
滅
一

観
二
離
欲

観

減

墨

観
レ
捨
(
『
雑
阿
含
経
』
巻
三
十
四
(
九
六
九
)
N
N
-
E
m
W
H
E
)
も
、
定
型
文
三
の
趣
旨
で
あ
ろ
う
(
『
雑
阿
含
経
』
の
定
型
文
三
に
類
似

の
文
は
次
に
見
る
)
o

定
型
文
三
も
パ

l
リ
仏
教
内
に
お
い
て
現
形
を
得
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
十
二
縁
起
を
構
成
す
る
諸
支
分
や
人
間
存
在
(
身
心
)

の
構
成
要
素
で
あ
る
五
誼
(
五
つ
の
集
合
体
)
な
ど
の
諸
法
の
ど

れ
も
、
縁
起
に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
滅
す
る
性
質
(
法
、
本
性
)
を
持
っ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
知
っ
て
捉
わ
れ
な
く

な
る
と
、
最
終
的
な
解
脱
に
い
た
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

十
二
縁
起
の
観
察
に
は
種
々
の
形
が
あ
る
が
、
各
支
分
に
つ
い
て
の
縁
(
因
縁
)

の
関
係
を
現
在
・
過
去
・
未
来
に
亘
っ
て
一
々
確
認

す
る
七
種
の
智
が
説
か
れ
る
。
〔
現
在
時
に
〕
生
に
縁
っ
て
老
死
が
あ
る
と
い
う
智
、
生
が
な
い
と
老
死
が
な
い
と
い
う
智
、
同
様
に
過

去
時
と
未
来
時
と
に
も
そ
れ
ぞ
れ
二
智
が
あ
る
か
ら
、
六
智
と
な
る
。
次
い
で
第
七
の
智
は

「
お
よ
そ
そ
の
法
住
智
も
こ
こ
に
あ
れ
ば
、
そ
れ
も
衰
尽
の
性
質
(
法
)
が
あ
り
、
衰
滅
の
性
質
(
法
)
が
あ
り
、
離
合
貝
(
離
脱
)

の
性
質
(
法
)
が
あ
り
、
滅
す
る
性
質
(
法
)
が
あ
る
、
と
い
う
智
で
あ
る

(ペ
2
4
H
u
g
m
w
E
H判
MagBEmwzf在日
E
E
R
E
S
H
E
B
立

E
E苫
-z品目戸内出回目白恒
4唱
白
ム
何
回
由
民
回
目
白
哲
司
片
品
問
中
島
F
P
5
5
m
G
E
g門司岡山
B

門出
5
5
5
8
1
民
国
mgmHH恒
)0
』
(
ぬ
・
口
・
。
。

J
S
~
u
p
ω
ω
A
F
E
J
法

住
智
無
常
有
為
心
所
縁
生
霊
法
愛
易
法
離
欲
法
〔
2
無
欲
法
〕
滅
法
断
知
智
〔
。
ユ
断
智
〕
円

NUHCCmω12@)

と
い
う
。
い
ま
こ
こ
で
は
漢
訳
か
ら
も
予
想
さ
れ
る
よ
う
に
、
法
住
智
が
衰
尽
の
性
質
(
法
)
、
な
い
し
滅
す
る
性
質
(
法
)
を
有
す
る
、

と
解
す
る
。
漢
訳
は
む
し
ろ
先
の
定
型
丈
三
に
近
く
、
無
常
、
有
為
、
縁
生
雄
一
寸
の
語
を
含
む
。
以
下
に
有
か
ら
無
明
ま
で
も
同
様
に
説
か
れ

仏教における法の意味(村上)

る
の
で
、
縁
の
関
係
に
つ
い
て
の
智
は
七
十
七
種
と
な
り
、
七
十
七
智
事
(
由
同
詳
m
E巳
g
ュBーロ
m
T
S
2何
回
目
巳
)
と
呼
ば
れ
る

。
c
y
S
F
F・
8
品目

h
a
J
『
雑
阿
合
経
」
巻
十
四
(
三
五
七
)
円

Nu
む
青
Z
5
0白)
0

こ
の
智
に
つ
い
て
註
釈
は
こ
う
説
明
す
る
。
(ぬ

-HH-uωJ

『
法
住
智
(
縁
起
し
て
い
る
諸
法
の
縁
の
在
り
方
に
つ
い
て
の
智
)
と
は
、
縁
の
在
り
方
(
行
相
)
に
つ
い
て
の
智
で
あ
る

な
ぜ
な

ら
ば
、
縁
の
在
り
方
は
諸
法
(
諸
要
素
)

の
生
起
と
存
立
と
の
原
因
で
あ
る
か
ら
法
の
存
立
(
法
住
)
と
い
わ
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い

て
の
智
が
法
住
智
で
あ
る
。
こ
れ
は
同
じ
こ
の
六
種
の
智
の
同
義
語
で
あ
る

(仏何回同
B
B守
訴
E
注目口問
HMmHHtHMmwnn白河
PW即
時

m
D
P
H
E召・

唱曲目

g
u
b
w昨
o
E
門
医
由
民
岡
田
間
口
白
局
長
mW4内WEE-FEE-同
町
白
川
向
島
脚
色
何
回
虫
回
目
白
・
注
目
H白
色

4ロロ
S
F伯
仲

F
m
w
m
m
g
m
e
a
g
S
E
m
T怠
E
E
E
R
g
z
r

(
阻
)

2
2叱
雪
印

nvmEVE昏
S
E
E
S白
血
イ
宮
田
町
丘
町
守
m
n
g虫
色
。
』
(
ぬ
ト
ロ
・

2
J
5
~
u
p
b
-
S
M山富
INJ
共
に
〈
江
版
参
照
)
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と
。
縁
(
因
縁
)
に
関
す
る
六
種
の
智
は
上
に
見
た
が
法
住
智
は
そ
れ
ら
を
総
合
し
た
智
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
縁
起
し
て
い
る
諸
法
の

258 

縁
の
在
り
方
に
つ
い
て
の
智
で
あ
り
、
か
っ
そ
の
諸
法
の
存
立
(
法
住
)
に
つ
い
て
の
智
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
そ

の
詳
論
は
、
上
に
も
見
た
苫
白
・
と
宮
崎
k
p
と

S~￥
ト
等
に
あ
る
が
、
今
は
立
ち
入
る
余
裕
が
な
く
、
他
日
に
期
し
た
い
。

(1)
村
上

(NCC日
)
「
最
初
の
仏
語
「
諸
々
の
法
が
明
ら
か
に
な
る
唱
曲
宮
』

F
V白〈田口氏

ι
F
E
M
B田
」
考
」
(
『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第
五
四
巻
第

一
号
、
署
-
M
S
E
S臼
)
平
成
十
七
年
十
二
月
。
村
上

(
N
S由
)
「
諸
法

考
「
昏
R
5
5
の
原
意
の
探
求
と
再
構
築
|
川
諸
法
と
縁
起
」
(
「
仏

教
研
究
』

M
号
、
若
-EEHUM)0
村
上

(
M
8
4
)
「
諸
法
者
「
昏
E
5
9

の
原
意
の
探
求
と
再
構
築
|
ω
法
と
諸
法
|
縁
起
成
道
か
ら
党
天
勧
請

ま
で
」
(
『
仏
教
研
究
』
お
号
、

3
・4
由
山
富
)
。
本
稿
の
書
名
略
号
等
は

前
稿
と
同
様
に
し
た
い
。

(2)
村
上

(
N
S日
)
0

(3)
松
本
史
朗
(
凶
器
由
)
『
縁
起
と
空
』
大
蔵
出
版
、
唱

-
E
は
、
始
め

て
こ
れ
を
批
判
し
て
、
水
野
弘
元

(
5
4
N
)
『
仏
教
用
語
の
基
礎
知

識
」
春
秋
社
、

3
・
5
?
H
C
M
が
「
無
我
性
の
も
の
」
と
解
し
た
こ
と

を
援
引
し
て
正
解
し
て
い
る
。
小
谷
信
千
代
(
回
。
。
。
)
「
法
と
行
の
思

想
と
し
て
の
仏
教
」
文
栄
堂
書
底
、
同
}
℃
・
∞
∞
』
ち
は
、
こ
こ
を
「
非
有

情
、
非
命
者
」
と
し
、
「
有
情
性
を
欠
い
た
存
在
」
と
正
し
く
解
し
水

野
説
や
松
本
説
を
引
く
。
水
野
は
パ
l
リ
註
釈
説
を
説
明
す
る
が
、

ガ
イ
ガ

1
説
に
は
触
れ
な
い
。

(4)
金
倉
園
照
「
仏
教
に
お
け
る
法
の
語
の
原
意
と
変
遷
」
(
『
イ
ン
ド
哲

仏教における法の意味(村上)

る
o

し
か
し
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
何
も
触
れ
て
い
な
い
。

(8)
白
。
げ
ロ
見
。
器
。
回
一
吋
件
。
F
4
5品
目
丘
。
目
半
島
。
出
口
同
位
。
ロ
m
O同
F
l
o
g同
HU

札』

F
Q
S宮内♂同
UFR向。句。』忌いて同
S
H
Qお
弘
司
EHMN∞
uロ。・
ωwH由斗由
u官官・
ωNUE

UU4
は
、
そ
の
要
点
を
含
む
。

(
9
)
M
U
E
k
r
の
著
者
は
沼
田
V
骨
品
目
印
(
印
ふ
世
紀
)
と
い
う
。
森
祖
道

『パ

1
リ
仏
教
註
釈
文
献
の
研
究
』
山
喜
房
仏
書
林
、
一
九
八
四
年
、

司

h
R
参
照
。
忠
弘
・
の
司
自
版
が
手
元
に
な
い
の
で
〈
ユ
版
だ
け
を

用
い
た
。

(m)
本
稿
作
成
に
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
イ
ン
ド
の
ぐ
ユ
研
究

所
(
日
〈
ぽ
E
a
mロ
国
別
2
2
2
F
F田氏
z
g
w
U
F回目
B
E
m
M江
L
m
E
q
g
ι
u

冨
各
自
白
田
}
号
P
H出
品
目
白
)
の
一
一
一
蔵
・
註
釈
等
の
本
文

(
F砕
け
唱
・
¥
吉
司
君
-

許可】
H
S
E
-
R
m
t
g
B
H
H
¥
)
と
、
そ
の
検
索
機
能

(
F
2望
書
。
向
島
-E立
E

g
w
p
O
H
m
-
n同
志
ロ
ロ
⑦
Z
ロ臼
nmM-OHO¥rEHg記ず
H
E同】同仲間宮・邑
σ)
を

利

用
し
た
。
同
研
究
所
で
作
成
し
無
料
で
配
布
さ
れ
た
の
『
与
p
m
m包ー，

ma-mHg
の
ロ

(
H
C切
の
り
)
は
、
諸
版
の
ペ

I
ジ
を
知
る
上
で
有
用
で

あ
る
。
こ
の
の
ロ
に
も
検
索
の
機
能
が
あ
る
が
使
い
に
く
い
。
共
に
パ

ソ
コ
ン
の
機
能
や
調
子
等
に
左
右
さ
れ
易
く
、
検
索
不
能
と
な
る
こ
と

も
あ
る
。

(
日
)
遠
塵
離
垢
の
法
眼
の
定
型
文
一
お
お
・
己
て
E
J
H
M
ω
E
J
Z
E
J
g
j

同
由
世

I
Y
N
O
E
i
J
N
U
F
J
品。

E
i
E
U
A
F
N
J
U
H・
H
H
C
E
J
]広∞
HE∞

HHhFHSlωJhpωztHawM∞∞
NHEw-h.
円
ω∞。叫
J
目。]戸寸∞
UH--H品
目
国
臣
u同一同一円・

N∞。
E
J
ぬ
・
宅

-
b自
ω。L
0
4
E
J
列
島
∞

FHawkpH〈
・
同
∞
由
国
防
J
N
H
C
J

M
H
U
M
Z∞
w円、仏・怠
E
J
b
E
N
邑
め
F
H
O
U
E
L
C鳥
島
L
H
N
U
(
~記
Mの

学
仏
教
学
研
究
凹
』
春
秋
社
、
昭
和
四
八
年
、
苦
-
g
E
H
c
h
初
出
一

昭
和
二
二
年
)
、
同
「
法
(
ダ
ル
マ
)
の
研
究
ダ
ル
マ
の
原
意
、
語

義
の
変
遷
、
並
び
に
法
の
理
論
の
展
開
に
つ
い
て
」
(
「
印
度
哲
学
の

根
本
問
題
』
光
の
書
一
房
、
昭
和
二
三
年
、
若
-
H
1
5
8
0

(5)
平
川
彰
著
作
集
第
一
巻
『
法
と
縁
起
』
、
春
秋
社
、
一
九
八
八
年
。

(6)
た
だ
し
松
本
史
朗
(
凶
器
8

3
・t
'
hの
批
判
が
あ
る
。
氏
は
法

を
「
真
理
」
と
解
す
る
の
を
許
さ
な
い
。
小
谷
信
千
代

(
N
C
C
O
)
3・8
∞

ム
ヨ
は
松
本
説
を
要
約
し
て
紹
介
し
な
が
ら
、
「
法
の
用
例
中
に
真
理

を
意
味
す
る
場
合
が
な
い
と
は
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
」
と
付
記
し
て
い

る。

(
7
)
こ
の
カ

l
タ
i
の
著

U
F
E
W司
君
白
の
存
在
は
、

M
C
C印
年
夏
に
ロ
ン

ド
ン
で
行
わ
れ
た
学
会

E
切
切
の
会
場
で
、
た
ま
た
ま
ゴ
ン
ブ
リ
ッ
チ

(
田
口
『
回
忌
。
。
S
F江
nF)
教
授
と
の
会
話
の
中
で
教
え
ら
れ
、
ま
た

コ
ッ
ク
ス
(
。
。
-
Z立
の
。
同
)
教
授
と
の
会
話
で
も
再
確
認
し
た
。
そ

の
本
は
、
東
北
大
学
附
属
図
書
館
の
情
報
サ
ー
ビ
ス
課
相
互
利
用
係
を

煩
わ
し
て
大
阪
大
学
附
属
図
書
館
か
ら
借
用
し
て
披
見
し
た
。
な
お
そ

の
著
者
名
・
書
名
等
は
、
『
中
村
元
選
集
[
決
定
版
]
第
十
五
巻
原
始

仏
教
の
思
想
I
』
春
秋
社
、
一
九
九
三
年
、
匂
・

2
由
に
正
確
に
出
て
い

本
文
は
〈
旦
に
よ
る
)

0

(
ロ
)
例
え
ば
初
転
法
輪
の
際
に
お
い
て
、
矯
陳
如
が
法
眼
を
得
た
と
い
う

文
は
、
『
雑
阿
含
経
」
巻
第
十
五
(
三
七
九
)
N
M
U
H
O
S
E
J
安
世
高

訳
『
転
法
輪
経
』
時
一

N
W
2
0
5少
日
8
1
E
J
義
浄
訳
『
三
転
法
輪
経
』

N
N
Z。・

HH0・
8
h
F
F
J
『
五
分
律
」
巻
第
十
五
、
円

M
M
u
z。
E
N
H
W

H
E
n
E
J
『
四
分
律
』
巻
第
三
十
二
、
同
一

M
M
u
z。・

E
M
∞温斗∞∞
n
j

『
根
本
設
一
切
有
部
昆
奈
耶
破
僧
事
』
巻
第
六
、
月

E
u
z。・

z
g
u
E∞

同
Z0・
句
切
対

H・
5
∞
EW出
向
C
・
E
・
8
U
H∞
に
見
え
る
o

(
日
)
〈
同
信
古
田
口
H
E
S己
島
何
者
!
中
島
町
田
口
回
目
白
告
白
血
FFmH何回
S
H官
E
B【
問
中

門
医
自
E
S
J
H
H冨
巳
ロ
g
g
d
n
H
H
H
E
S
N『U
H
広
間

HEJ
、
包
自
釦
E

mmwu、
記
官
同
ゲ
E
R
g
i
g
-岡村
H
M印
日
曜
E唱
、
世
田
守
骨
首
巳
守
mwNι
川町

ztHJ

N
4
H
N
H
E
W
N
缶
詰
E
M∞
AFJ
臼
凶
∞
『
IHJAお
HENOW
、

FH同町
B
自
由
盟
国

間】向田口。
ua『
mHS
口同
Z
E
ω
N
N
E
W
A
V
由
白
砂
区
品
可
田
』
mHE雪
印
印
N
4
5∞唱

、丘口片岡
H
E
g
官
ι
i
a
Eロ件。
ω
E
E
Y
、
宮
守

g
Z品
仏
M
O
日ム
N
H
M泊

、
』
山
首
同
古
川
ι
白ロ
a
o
A
F
A悼
N
E
H
J
、
唱
。
田
詐
印
詳
同
ω
田
恒
品
44phH4∞
J
、

S
E
E
m
w
E
g
B自
由
同
官
官
民
司
富
田
B
S
E
E
D
g由
ωJ
へ
V
』m吉田件。

同)
g
m
m
g
h『
乱
闘
包
句
、
N
-
S
U
E
-
、
∞
阻
止
込
HmwSB【凶
E
5
5釦

g
g
'

門H
V
O
B
B
M岡田島
HCU∞同
w
、
}
S
E
E
a阻
害
中
島
V
E
M
S
E曲
目
邑

HCU也凸唱

、
田
恒
b
r
E
E
』帥邑守的同

E
H
O台
nw
、
官
』
M
E
S
S
m昔
E
ロ
宮
田
島

呂
町
Hnu
、
島
正
宮
島
町
釦
白
目
。
酢
骨
-
宮
島
町
白
HHMgo
邑
呂
町
臼
Fnw
、

乱
含
仲
田
岡
何
回
}
向
田
仲
乱
邑
呂
田
ωF口
w
5
2
r・
5
∞
4
p
、
回
目
E

3
』
帥
包
雪
印

包

HC∞
F
L
o
s
p
、
【
同
本
会
中
門
F
E
S
S間同町四
S
E
a
M回
目
白
骨
邑
巴
∞
4

P
A
V
B回
同
国
件
。
回
以
&mH出回同件。

mw島

HHOA酔
P
へ
VU『主
F
同
白
島
島
知
一
昨
区
比
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ロω
H
F
喝、

g注
目
戸
田

B

B回
目
白
血
m
m
ロ
官
自
己
国
E

S
窓
口

E
H
H怠
n-

、F
q苫
F
F
F
当
。
吉
弘
E
E
邑
口
会
問

(M)
漢
訳
「
長
阿
合
経
』
巻
十
(
一
一
一
一
)
「
大
縁
方
便
経
」
円

r
z。・
Y
E

ロ

E
B
P
『
中
阿
含
経
」
巻
二
十
四
(
九
七
)
「
大
図
経
」

N
Y
Z
0・N
由w

印∞

E
Y安
世
高
訳
「
仏
説
人
本
欲
生
経
』
円

y
z。・
Eu
官印円

a
E
S唱

施
護
訳
『
大
生
義
経
』
丙

-
z。
gw∞
S
Z参
照
。

(
日
)
漢
訳
『
雑
阿
合
経
』
巻
三
十
四
(
六
六
九
)
日

hpz。
・
巴
少
忠
由
中
呂
田
温

『
別
訳
雑
阿
含
経
』
巻
十
一
(
二

O
三
)
日

N
-
Z。・
H
O
O
-

主
宰
参
照
。

漢
訳
で
は
長
爪
は
仏
前
で
出
家
し
た
と
い
う
。

(
凶
)
林
五
邦
(
『
南
伝
』

Z-唱
∞

4
)

は
「
法
住
智
あ
る
と
こ
ろ
に
亦
尽
、
法

-
敗
壊
法
・
離
合
貝
法
・
減
法
あ
り
と
の
智
」
と
あ
る
。
こ
れ
が
私
の
解

釈
に
同
じ
な
の
か
ど
う
か
、
判
定
し
が
た
い
よ
う
で
あ
る
。

(
げ
)
減
法
ま
で
は
法
住
智
と
同
格
。
最
後
の
断
知
智
〔
。
司
断
智
〕
は
難

し
い
。
「
煩
悩
を
断
じ
る
[
を
知
る
]
智
」
と
考
え
て
み
る
。
試
訳

「
法
住
智
は
無
常
で
有
為
で
あ
り
心
所
で
あ
り
縁
生
し
た
も
の
で
あ
り
、

尽
き
る
法
・
変
易
す
る
法
・
離
欲
の
法
〔
日
無
欲
の
法
〕
・
滅
す
る

法
[
を
有
し
煩
悩
を
]
断
じ
る
を
知
る
智
〔

R
断
じ
る
智
〕
で
あ
る
」
0

こ
の
文
は
前
後
二
度
繰
り
返
さ
れ
る
が
、
〔
。
司
〕
は
後
の
異
文
を
一
示
す
。

(
凶
)
浪
花
宣
明
『
分
別
論
註
』
平
楽
寺
書
庖
、
二

O
O四
年
、
司

-gu以

下
に
、
こ
れ
以
下
の
翻
訳
と
研
究
が
あ
る
が
、
行
文
が
難
解
に
思
わ
れ

王山山。
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4
m昨
日
岡
町
同
問
昨

W
V帥
田
岡
田
島

アーラヤ識と密意(松下)

(r順正理論j[大正485a26])

(8) 行名色二縁識何別。此三縁識。何処説耶。行縁識者。如契経中。説行縁識。名色縁識者。

如大縁起経。仏告阿難陀。識不依名色為得住不。不也世尊。二縁識者。如契経説。縁二生識。

(r順正理論j[大正485a28])

(9) 十二支縁起である有情熱縁起と、一切法因縁性である有情数・非有情数縁起という縁起の

意味の分節については宮下情輝 [1991]参照。

同 由於此中但約分位薄縁起故。結生利那。識及助伴。総名為識。ml買正理論j[大正485cl2]) 
叫 『倶舎論jp.ll， 7. 

(12) 福田 [1988，p. 61]参照。

(1司 謂彼眼識iRit有色等多境現前。然唯取色不取声等。唯取青等。非諸青等。亦非可意不可意等。

非男女等。非人杭等。非得失等。如彼目良識。於其自境。唯総取相。如是余識。随応、当知。

ml頂正理論j[大正342a15]) 
凶福田氏 (ir法葱足論』の十三支縁起説J、『仏教セミナーj57， 1993， pp.1-26は、『法葱
足論』において引用される諸経典解釈にしたがって、有部縁起説が発展する一端を明らかに

している。その中、『パルグナ経』を解釈する箇所について「ここでは識(識食)が結生識

ではなく中有の最後の心であると言われているjとするも、“yasyav討孟anasyasamananta-

raIp matul;t kuku~au kalalamabhavo 'bhisaq:tmurcchati"と続く解釈については「“識から

等無関に名色が起こる"という論の記述の関心は、識を過去世に配当する時間的解釈を引き

出すことよりも、新たな生存の根本要因としての識の性格を明確にすることに向けられてお

り、その意味でそれは過去世よりも現在世の系列に積極的にかかわる概念であることが示さ

れているjと述べる。福田氏は、生存のーサイクルとして「識にはじまり有に終わる」という

観点にもとづいているということから、この経典が有部に影響を与えたと考えるが、rJl慎正

理論』において複雑に議論されていることからir法葱足論』以降も有部において問題にされ
ていた実情を反映しているように思えるjと述べる。当論文の注33では「ただし衆賢は、ゆ

えにこの経典はただアートマンを否定しているだけで、“作者"を否定してはいない、とい

う結論を導きだそうとしている」という。また福田 [1988，p.63]では「性類を「作者性J

と見なし、有為法あるいは有為法の相続に、なんらかの働きを成す「主体性」を積極的に是

認することによって、『順正理論』は、どのような「主体 (pudgala)Jをも決して認めない

仏教の縁起思想、から逸脱する危険性を抱え込んでしまうjと述べられる。それを避けるため

に衆賢は『パルグナ経』と『勝義空性経』を引用し、「我=主体Jは否定されるが「識ニ能

了者(認識主体)Jは否定されないと解釈していると理解できる。

同松田和信 ir分別縁起初勝法門経 (AWS)Jー経量部世親の縁起説 Jr仏教学セミ
ナーj36.1982， pp. 40-70. 

(1司 テキストのページ番号は以下の通り。 MurojiG討in，Vasubandhus Interpretation des 

Pr，αtftyasαmutpadα; Eine kritische der Pnαtltyasamutpadavyakhya (SaT(lskarαund Vi-

}nanαvibhαnga) ， Stuttgart1993. 
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